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は
じ
め
に

旧
暦
八
月
十
五
夜
の
月
は
仲
秋
の
名
月
と
呼
ば
れ
、
秋
の
風
物
詩
で
あ
る
。
そ

れ
を
観
賞
す
る
歴
史
は
、
平
安
時
代
ま
で
遡
り
、
一
般
的
に
、
日
本
の
八
月
十
五

夜
の
月
を
観
賞
す
る
文
化
は
中
国
文
化
の
影
響
に
よ
り
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
平
安
時
代
に
見
え
る
最
古
の
例
は
、
平
安
初
期
の
漢
詩
人
島
田
忠
臣
の
家
集

『
田
氏
家
集
』
に
収
録
さ
れ
た
彼
の
詩
作
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
代
は
中
唐
の
頃
に

当
た
る
。
中
国
唐
代
に
お
い
て
、
文
人
た
ち
は
月
を
愛
で
な
が
ら
吟
詠
す
る
と
い

う
風
流
な
遊
び
を
行
い
、
多
く
の
詩
文
を
残
し
た
が
、
そ
れ
は
徐
々
に
一
般
化
し

て
、
晩
唐
か
ら
北
宋
初
期
に
か
け
て
、
現
在
の
中
国
に
も
つ
な
が
る
一
年
の
中
で

重
要
な
年
中
行
事
・
中
秋
節
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
唐
代
詩
人
の
詩
文
は
遣
唐
使

や
留
学
僧
に
よ
り
、
日
本
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
八

月
十
五
夜
の
月
を
観
賞
す
る
原
点
は
唐
代
の
八
月
十
五
夜
の
詩
文
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う（
1
）。

で
は
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
平
安
時
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
発
展
を
遂

げ
た
の
か
。八
月
十
五
夜
の
観
月
に
関
す
る
史
料
は
そ
こ
ま
で
多
く
な
い
た
め
に
、

解
明
す
る
の
が
難
し
い
。
そ
の
限
ら
れ
た
史
料
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
た
先
行
研
究
は

幾
つ
か
あ
り
、
大
方
二
つ
の
見
解
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
年
中
行
事

説
で
あ
る
。
山
中
裕
は
著
作
で
八
月
十
五
夜
の
観
月
宴
を
平
安
時
代
の
年
中
行
事

の
一
つ
と
し
て
扱
い
、
そ
の
成
立
を
論
じ（
2
）、
神
谷
吉
行
氏
も
ま
た
、
八
月

十
五
夜
の
観
月
は
平
安
朝
の
前
期
、
文
徳
天
皇
の
頃
に
は
す
で
に
年
中
行
事
化
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る（
3
）と
指
摘
し
た
。
こ
こ
の
「
年
中
行
事
」
は
恐
ら
く
宮
廷

年
中
行
事
だ
け
で
は
な
く
、
平
安
時
代
の
恒
例
の
行
事
と
い
う
広
義
的
な
意
味
だ

と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
濱
田
文
氏
と
中
村
充
一
氏
の
論
文
は
、
観
月
宴
を
年
中
行

事
で
は
な
く
、
天
皇
中
心
に
毎
年
行
わ
れ
る
宮
中
行
事
と
し
、
そ
れ
は
「
延
喜
年

間
か
ら
康
保
三
年
の
間
に
成
立
し
た
」
と
論
じ
た（
4
）。
菅
原
嘉
孝
氏
も
、
明
言

し
て
い
な
い
が
、
観
月
宴
を
儀
式
と
し
、
そ
の
次
第
に
つ
い
て
論
証
し
て
い

る（
5
）。
濱
田
・
中
村
説
の
「
天
皇
中
心
の
宮
中
行
事
」
と
い
う
の
は
、
国
家
儀

礼
の
宮
廷
年
中
行
事
と
区
別
し
て
、
花
の
宴
な
ど
の
よ
う
な
儀
式
故
実
書
に
記
載

さ
れ
た
儀
式
の
整
っ
た
恒
例
の
宮
廷
儀
式
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
は
そ
の
二
つ
の
説
い
ず
れ
に
も
、
い
さ
さ
か
の
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
ま

ず
、
諸
史
料
に
よ
れ
ば
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
に
お
い
て
は
、
宴
の
記
録
の
み
な
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ら
ず
、作
文
や
歌
合
な
ど
の
記
録
も
か
な
り
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、単
な
る「
宴
」

と
し
て
扱
う
の
は
不
十
分
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
八
月

十
五
夜
に
行
わ
れ
た
各
種
形
式
の
宴
の
他
に
、
一
人
で
観
賞
す
る
場
合
、
ま
た
作

文
と
歌
合
の
記
録
も
ま
と
め
て
「
八
月
十
五
夜
の
観
月
」
と
表
記
し
て
扱
う
こ
と

と
す
る
。

そ
し
て
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
年
中
行
事
と
し
て
も
、
天
皇
中
心
の
宮
中
行

事
と
し
て
も
、
成
立
を
考
え
る
に
は
い
く
つ
か
問
題
が
あ
る
。
一
つ
は
当
時
の
年

中
行
事
書
や
有
識
故
実
書
に
八
月
十
五
夜
の
情
報
が
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
、
そ
れ
は
当
時
の
人
が
八
月
十
五
夜
の
観
月
を
宮
廷
年
中
行
事
、
あ
る
い

は
天
皇
中
心
の
宮
中
行
事
と
見
な
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
は
な
い
か
。
も
う
一
つ
は
、
前
文
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
八
月
十
五
夜
の
観
月

は
端
午
や
重
陽
な
ど
の
ほ
か
の
年
中
行
事
と
違
っ
て
、
古
く
伝
わ
っ
て
き
た
も
の

で
は
な
い
点
で
あ
る
。
日
本
に
伝
来
し
た
頃
は
唐
代
の
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
ま

だ
個
人
的
な
風
流
な
遊
び
で
し
か
な
く
、
言
い
換
え
れ
ば
、
八
月
十
五
夜
の
観
月

は
端
午
や
重
陽
と
異
な
り
、
整
っ
た
儀
式
を
有
す
る
恒
例
の
年
中
行
事
と
し
て
伝

来
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
月
十
五
夜
の
観
月

は
短
期
間
に
儀
式
の
整
っ
た
恒
例
の
宮
廷
年
中
行
事
や
天
皇
中
心
の
宮
中
行
事
と

し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
広
義
的
な
年
中
行
事
と
し
て
も
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
は
考

え
が
た
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
原
点
で
あ
る
中
国
唐
代
の
八
月
十
五
夜
の
観
月
を
整
理
し
、

そ
れ
が
日
本
に
伝
来
し
、
定
着
し
た
経
緯
を
再
考
察
す
る
。
そ
し
て
先
行
研
究
で

扱
わ
れ
た
史
料
を
見
直
し
、
当
時
の
貴
族
の
認
識
を
分
析
し
て
先
行
研
究
の
説
に

関
す
る
疑
問
点
を
提
出
す
る
。
最
後
に
、
現
存
の
八
月
十
五
夜
の
観
月
に
関
す
る

史
料
を
整
理
し
、
平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
性
格
を
は
っ
き
り

さ
せ
、
実
態
を
掴
み
た
い
。

1
、
中
国
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
中
秋
観
月

日
本
の
観
月
を
論
じ
る
前
に
、
原
点
で
あ
る
中
国
唐
代
の
観
月
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
発
展
を
遂
げ
た
の
か
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
学
者
の
、
中
秋
節
の
起
源
や
唐
宋
玩
月
に
関
す
る
論

文
の
中
で
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
濱
田
文
氏
と
中
村
充
一
氏
も

論
文
の
中
で
中
国
唐
代
と
宋
代
の
観
月
を
考
察
し
て
い
る
。
ほ
か
に
、
大
曾
根
章

介
も
自
著
の
中
で
中
国
の
観
月
の
史
料
を
整
理
し
た
。
以
上
の
先
行
研
究
を
参
照

し
て
、
自
分
な
り
に
中
国
唐
代
の
観
月
を
ま
と
め
て
み
る
。

中
国
の
歴
史
を
遡
れ
ば
、
月
を
詠
む
歴
史
は
長
い
。『
詩
経
』
に
は
す
で
に
月

を
描
写
す
る
作
品
が
あ
っ
た
。『
詩
経
』
の
「
国
風
」
に
収
録
さ
れ
た
「
月
出
」

は
恐
ら
く
そ
の
最
古
の
例
で
あ
る
。

唐
代
の
詩
人
で
あ
る
欧
陽
詹
の
「
玩
月
」（6
）の
詩
序
に
は
「
月
可
レ
玩
、玩
レ
月
、

古
也
、
謝
賦
、
鮑
詩
、
朓
之
庭
前
、
亮
之
樓
中
、
皆
玩
レ
月
也
」
と
あ
る
。
欧
陽

詹
の
「
玩
月
」
詩
序
は
、
中
国
の
八
月
十
五
夜
の
観
月
を
論
じ
る
時
、
必
ず
引
用

さ
れ
る
史
料
で
あ
る
。
欧
陽
詹
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
月
を
観
賞
す
る
こ
と
は
昔
か

ら
存
在
し
て
い
た
。「
玩
月
」
の
詩
序
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
「
謝
賦
」、「
鮑
詩
」

と
い
う
の
は
、
謝
荘
の
「
月
賦
」、
鮑
照（
7
）の
「
玩
月
城
西
門
廨
中
」
の
こ
と

で
あ
り
、
南
朝
に
お
け
る
観
月
の
詩
賦
の
名
作
で
あ
る
。
そ
の
鮑
照
の
「
玩
月
城

西
門
廨
中
」
に
は
「
三
五
二
八
時
、
千
里
與
レ
君
同
」（8
）と
い
う
詩
句
が
あ
る
。
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「
三
五
二
八
時
」
は
「
十
五
日
、
十
六
日
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、
八
月

十
五
夜
の
月
で
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
遅
く
と
も
南
朝
時
代

か
ら
、
満
月
の
夜
の
観
月
が
始
ま
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

月
の
満
ち
欠
け
は
毎
月
の
よ
う
に
あ
る
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
八
月
十
五
夜
の
月

だ
け
特
に
寵
愛
を
受
け
て
い
る
の
か
。
欧
陽
詹
は
「
玩
月
」
の
詩
序
に
、
そ
の
理

由
を
説
明
し
て
い
た
。

（
前
略
）
秋
八
月
十
五
夜
、
詣
二
陳
之
居
一
、
修
二
厥
玩
事
一
、
月
之
為
レ
玩
、

冬
則
繁
霜
大
寒
、
夏
則
蒸
雲
大
熱
、
雲
蔽
レ
月
、
霜
侵
レ
人
、
蔽
與
レ
侵
、
俱

害
二
乎
玩
一
、
秋
之
于
レ
時
、
後
レ
夏
先
レ
冬
、
八
月
于
レ
秋
、
季
始
孟
終
、

十
五
于
レ
夜
、
又
月
之
中
、
稽
二
于
天
道
一
、
則
寒
暑
均
、
取
二
於
月
数
一
、
則

蟾
兔
圓
、
況
埃

不
レ
流
、
大
空
悠
悠
、
嬋
娟
裴
回
、
桂
華
上
浮
、
昇
二
東

林
一
、
入
二
西
楼
一
、
肌
骨
與
レ
之
疏
涼
、
神
気
與
レ
之
清
冷
、
四
君
子
悅
而
相

謂
曰
、
斯
古
人
所
二
以
為
一
レ
玩
也
、
既
得
二
古
人
所
レ
玩
之
意
一
、
宜
レ
襲
二
古

人
所
レ
玩
之
事
一
、
作
二
玩
月
詩
一
云
、

簡
単
に
ま
と
め
れ
ば
、
八
月
十
五
夜
に
観
月
す
る
理
由
は
、
八
月
は
気
温
が
快

適
で
、
雲
が
月
を
覆
う
こ
と
が
な
い
。
そ
の
十
五
夜
の
月
は
最
高
の
満
月
で
、
観

月
に
最
適
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

八
月
十
五
夜
の
観
月
は
盛
唐
に
入
る
と
徐
々
に
広
が
り
始
め
た
。
宋
代
の
朱
弁

の
『
曲

旧
聞
』（9
）に
は
、「
中
秋
翫
レ
月
、
不
レ
知
レ
起
二
何
時
一
、
考
二
古
人
賦

詩
一
、
則
始
二
於
杜
子
美
一
」
と
あ
る
。
杜
甫
の
詩
と
は
、「
八
月
十
五
夜
月
二

首
」（10
）の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
詩
に
続
い
て
、
杜
甫
は
「
十
六
夜
翫
レ
月
」

「
十
七
夜
対
レ
月
」（11
）も
賦
し
て
い
た
。
大
曽
根
章
介
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
「
八

月
十
五
夜
の
月
が
特
別
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
」
と
指
摘
し
、ま
た
「
八

月
十
五
夜
の
月
が
詩
人
に
賞
翫
さ
れ
始
め
た
の
は
、
中
唐
の
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う

か
」
と
補
足
し
た（
12
）。
確
か
に
、
中
唐
以
降
八
月
十
五
夜
の
観
月
が
盛
ん
に
な
っ

て
、
詩
作
が
多
く
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
中
唐
以
前
の
八
月
十
五
夜
の
詩
作
は
少

な
い
。
し
か
し
、
中
唐
以
降
の
詩
人
も
、
杜
甫
と
同
様
に
、
八
月
十
五
夜
以
外
の

月
を
詠
ん
で
い
た
。
例
え
ば
、
元
稹
の
「
八
月
十
四
日
夜
玩
レ
月
」（13
）や
唐
彦
謙

の
「
八
月
十
六
日
夜
月
」（14
）な
ど
の
詩
作
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
月
十
五

夜
以
外
の
月
が
詠
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
八
月
十
五
夜
の
月
が
特
別

視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
判
断
で
き
な
い
。
杜
甫
の
時
代
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
八

月
十
五
夜
に
拘
っ
て
お
ら
ず
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
ま
だ
風
流
な
遊
び
と
し
て

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

八
月
十
五
夜
の
月
は
、
盛
唐
に
お
い
て
す
で
に
特
別
な
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い

た
も
う
一
つ
の
大
き
な
理
由
は
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
を

間
接
的
に
促
進
さ
せ
た
人
物
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
中
国
の
学
者
朱
紅
氏
は
そ
の

論
文
「
唐
代
中
秋
玩
月
詩
与
道
教
信
仰
」（15
）に
お
い
て
、
盛
唐
の
皇
帝
・
唐
玄

宗
に
よ
る
道
教
信
仰
の
隆
盛
が
、
中
秋
玩
月
の
流
行
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
た
。
筆
者
は
そ
の
議
論
に
賛
同
す
る
。
唐
玄
宗
は
、
晩
年
に
長
生
不
老

を
求
め
る
た
め
に
、
道
教
に
関
心
を
持
ち
は
じ
め
た
。
そ
の
た
め
に
、
盛
唐
で
は
、

道
教
が
隆
盛
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
月
は
道
教
の
中
で
、「
陰
」
を
代
表
す
る
重

要
な
存
在
で
あ
り
、
神
仙
思
想
に
お
い
て
仙
人
の
境
地
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
古
く

か
ら
、「
嫦
娥
奔
月
」（16
）な
ど
の
神
話
が
語
ら
れ
て
い
た
。
道
教
の
隆
盛
は
、
当

時
の
文
人
の
月
へ
の
関
心
を
惹
き
起
し
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
当
時
唐
玄
宗
の

八
月
十
五
夜
月
宮
遊
覧
の
伝
説
が
生
ま
れ
、そ
れ
が
文
人
の
間
に
広
ま
っ
て
い
た
。

月
宮
遊
覧
の
伝
説
は
も
と
も
と
玄
宗
の
観
月
の
逸
話
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
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四

り
、柳
宗
元
『
龍
城
録
』、鄭
処
晦
『
明
皇
雑
録
』、牛
僧
孺
『
玄
怪
録
』、盧
肇
『
逸

史
』
な
ど
唐
代
の
多
く
の
筆
記
小
説
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
『
龍
城
録
』
で

は
「
開
元
六
年
、
上
皇
与
二
申
天
師
・
道
士
鴻
都
客
一
、
八
月
望
日
夜
因
二
天
師
作

一
レ
術
、
三
人
同
在
二
雲
上
一
遊
二
月
中
一
」（17
）と
あ
り
、
月
宮
遊
覧
は
「
開
元
六
年

（
七
一
八
）」
と
明
言
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
唐
の
著
作
で
あ
り
、
こ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
盛
唐
に
始
ま
り
、
中
唐
に
お
い
て
す
で
に
広
く
広
ま
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
盛
唐
の
道
教
の
隆
盛
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
盛
唐
の
文
人
が

八
月
十
五
夜
の
月
を
特
別
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
の
は
、
逆
に
不
自
然
で
あ

ろ
う
。

月
宮
遊
覧
の
伝
説
は
確
か
に
促
進
作
用
を
も
た
ら
し
た
。
中
唐
に
入
る
と
、
八

月
十
五
夜
に
関
す
る
詩
作
は
急
激
に
増
え
、
中
で
も
特
に
白
居
易
の
詩
作
が
多
く

残
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
八
月
十
五
夜
観
月
の
詩
か
ら
当
時
の
八
月
十
五
日
夜
の
観

月
の
流
儀
が
窺
え
る
。

例
え
ば
、「
華
陽
觀
中
八
月
十
五
日
夜
招
レ
友
翫
レ
月
」（18
）と
い
う
詩
作
が
あ
る
。

朱
紅
氏
に
よ
れ
ば
、「
華
陽
觀
」
は
道
観
で
あ
り
、
欧
陽
詹
の
「
玩
月
」
詩
序
も

華
陽
觀
で
作
ら
れ
た
。
ま
さ
に
道
教
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
詩
は
観
月
の
宴
を
開
く
招
待
状
で
あ
り
、
当
時
一
人
で
観
賞
す
る
だ
け
で
な

く
、友
と
一
緒
に
宴
を
楽
し
み
な
が
ら
観
月
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、「
八
月
十
五
日
夜
、
聞
崔
大
員
外
翰
林
独
直
、
対
レ
酒
翫
レ
月
、
因
懐
二
禁

中
清
景
一
、
偶
題
二
是
詩
一
」（19
）に
は
「
歳
中
唯
有
二
今
宵
好
一
」
と
い
う
詩
句
が
あ

る
。
一
年
の
う
ち
今
宵
（
の
月
）
の
み
が
別
格
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
八
月

十
五
夜
の
月
が
特
別
に
意
識
さ
れ
、
賞
翫
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
海
内
無
レ
如
二
此
地
閑
一
」
と
い
う
詩
句
は
題
の
「
禁
中
清
景
」
を
現

し
て
い
る
。
濱
田
氏
と
中
村
氏
は
こ
の
詩
句
に
つ
い
て
、
宮
中
で
は
「
八
月
十
五

夜
の
月
に
対
し
て
、
後
代
と
は
異
な
り
ま
だ
無
関
心
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
指
摘
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
白
居
易
の
時
代
に
お

い
て
は
宮
中
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
行
事
は
ま
だ
な
く
、
単
な
る
文
人
た
ち
の

間
だ
け
に
流
行
し
て
い
た
、
個
人
的
に
行
う
風
流
な
遊
び
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

中
唐
以
降
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
さ
ら
に
流
行
し
て
い
く
。
そ
し
て
八
月

十
五
夜
は
徐
々
に
「
中
秋
夜
」
と
い
う
言
葉
に
定
着
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
中

秋
ま
た
は
仲
秋
は
、
も
と
は
「
八
月
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
徐
々
に
秋
の
真
中
の

日
、
つ
ま
り
八
月
十
五
日
の
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
唐
代
の
文

人
が
月
を
愛
で
る
う
ち
に
、
十
五
日
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
強
め
、
そ
の
日
を
特

別
視
し
た
と
い
う
証
で
も
あ
る
。

実
は
初
唐
の
李
嶠
に
は
す
で
に
「
中
秋
月
」（20
）と
題
す
る
漢
詩
「
圓
魄
上
二
寒

空
一
、
皆
言
四
海
同
、
安
知
千
里
外
、
不
レ
有
二
雨
兼
一
レ
風
」
が
あ
り
、
一
説
で
は

こ
れ
が
中
秋
の
月
を
詠
む
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
確
か
に
、「
中
秋
」
の
詩
に
「
圓

魄
（
円
い
月
）」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
、
満
月
を
詠
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
中
唐
の
頃
と
違
っ
て
同
時
代
に
ほ
か
の
用
例
が
な
く
、
八
月
十
五
夜
を

特
別
視
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
判
断
し
難
い
。

中
唐
の
白
居
易
の
詩
作
に
は
「
中
秋
」
を
使
う
表
現
は
少
な
い
が（
21
）、
同
時

代
の
詩
人
の
中
に
は
す
で
に
広
ま
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
裴
夷
直
の
「
同
二
楽

天
一
中
秋
夜
洛
河
玩
レ
月
」（22
）が
あ
る
。「
不
レ
熱
不
レ
寒
三
五
夕
」
と
い
う
詩
句
は

間
接
的
に
中
秋
が
八
月
十
五
日
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
や
や
時

代
が
下
る
と
、
栖
白
の
「
八
月
十
五
夜
玩
レ
月
」（23
）が
あ
り
、
そ
の
中
の
「
尋
常



平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
実
態

五

三
五
夜
、
不
三
是
不
二
蟬
娟
一
、
及
レ
至
二
中
秋
滿
一
、
還
勝
二
別
夜
圓
一
」
と
い
う
詩

句
か
ら
、「
中
秋
」
が
「
八
月
」
と
い
う
月
を
指
す
意
味
か
ら
「
八
月
十
五
日
」

と
い
う
日
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
傾
向
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、晩
唐
に
な
る
と
、

殷
文
圭
の
詩
「
八
月
十
五
夜
」（24
）に
「
万
里
無
レ
雲
鏡
二
九
州
一
、
最
団
圓
夜
是
中

秋
」
と
あ
り
、「
月
が
最
も
円
い
夜
は
中
秋
（
の
夜
）
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
か
ら
、

「
中
秋
」＝「
八
月
十
五
日
」と
い
う
認
識
は
確
か
に
当
時
の
詩
人
の
間
に
広
ま
り
、

定
着
し
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、裴
夷
直
の
「
同
二
楽
天
一
中
秋
夜
洛
河
玩
レ
月
」
に
は
「
人
間
此
夜
管
絃
多
」

と
い
う
句
が
あ
る
。
大
曽
根
章
介
は
こ
の
句
に
対
し
て
、「
こ
の
頃
か
ら
中
秋
の

名
月
を
鑑
賞
す
る
風
習
が
定
着
し
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
た
。
筆
者

も
同
意
見
で
あ
る
。

中
晩
唐
に
お
け
る
文
人
た
ち
は
毎
年
固
定
し
た
時
（
八
月
十
五
日
の
夜
）
に
、

ほ
ぼ
同
様
な
活
動
（
主
に
月
を
観
賞
す
る
。
興
を
添
え
る
た
め
に
、吟
詠
し
た
り
、

あ
る
い
は
友
人
と
宴
を
開
い
た
り
し
て
楽
し
む
）
を
行
い
、加
え
て
特
別
な
名
（
中

秋
）
で
そ
の
日
の
こ
と
を
呼
ん
だ
。
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
も
は
や
単
純
な
個
人

的
に
行
う
風
流
な
遊
び
で
は
な
く
、
す
で
に
習
慣
的
な
も
の
へ
変
化
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
次
第
に
文
人
層
か
ら
庶
民
層
に
も
浸
透
し
て

い
っ
た
。
唐
代
の
記
録
に
は
な
い
も
の
の
、
北
宋
の
『
東
京
夢
華
録
』（25
）と
南

宋
の
『
夢
粱
録
』（26
）に
は
民
衆
が
中
秋
を
過
ご
す
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
濱

田
氏
と
中
村
氏
は
二
つ
の
史
料
を
解
説
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
録
に
は
収
穫
祭
と
家

族
団
欒
の
趣
旨
が
見
え
る
と
指
摘
し
た（
27
）。
言
い
換
え
れ
ば
、
中
晩
唐
に
習
慣

に
な
っ
た
中
秋
の
観
月
は
収
穫
祭
や
家
族
団
欒
な
ど
の
趣
旨
と
融
合
し
、
最
終
的

に
中
国
現
代
に
お
い
て
も
重
要
な
節
日
・
中
秋
節
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
と
な
る
。

ち
な
み
に
、
日
本
の
観
月
は
中
国
の
中
秋
節
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
と
誤
解
す

る
説
が
あ
る
。
例
え
ば
、
鳥
越
憲
三
郎
は
そ
の
著
作
『
歳
時
記
の
系
譜
』
の
中
で

「
八
月
十
五
夜
の
名
月
を
鑑
賞
す
る
観
月
の
宴
も
、
中
国
の
中
秋
節
を
取
り
入
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
」（28
）と
特
に
中
秋
節
の
影
響
を
受
け
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
濱
田
文
氏
と
中
村
充
一
氏
は
日
本
の
「
観
月
宴
」
は
中
国
宋
代
の

「
中
秋
節
」
の
内
容
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
、
お
互
い
に
影
響
は
な
か
っ
た
と
反

論
し
た（
29
）。
前
文
に
言
及
し
、
多
く
の
先
行
研
究
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

中
国
の
中
秋
節
は
唐
代
の
八
月
十
五
夜
の
観
月
吟
詩
の
流
行
を
背
景
に
し
、
晩
唐

か
ら
北
宋
初
期
に
か
け
て
徐
々
に
成
立
し
た
も
の
で
、
日
本
の
八
月
十
五
夜
の
観

月
が
中
国
の
中
秋
節
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
い
え
る
。
た

だ
し
、
日
本
に
お
け
る
観
月
が
発
展
し
て
い
く
過
程
で
、
中
秋
節
の
影
響
を
受
け

た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
観
月
も
中
秋
節
と
同
様
に
、
唐
代
の
詩
文
か
ら
発
展
し
て
き
た
と
思
わ

れ
る
が
、
平
安
時
代
に
お
い
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
発
展
を
遂
げ
た
の
か
。

2
、
平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
伝
来
と
定
着

中
国
と
同
じ
く
、
日
本
に
も
月
を
詠
む
歴
史
が
あ
る
。
平
安
時
代
以
前
に
、
和

歌
な
ら
『
万
葉
集
』、
漢
詩
な
ら
『
懐
風
藻
』
に
詠
月
の
詩
歌
が
見
ら
れ
る
。
濱

田
氏
と
中
氏
は
観
月
の
歴
史
を
探
る
た
め
に
、
平
安
時
代
以
前
の
文
学
を
整
理
し

た（
30
）。『
万
葉
集
』
の
中
に
、
望
月
を
詠
む
歌
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
例

え
ば
、
大
伴
家
持
の
自
分
の
妻
坂
上
郎
女
に
贈
っ
た
歌
「
望
ぐ
た
ち
清
き
月
夜
に
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六

我
妹
子
に
見
せ
む
と
思
ひ
し
や
ど
の
橘
」（
巻
八　

一
五
〇
八
）
な
ど
が
そ
れ
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
は
「
夏
相
聞
」
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
夏
は
四
月
か
ら

六
月
で
あ
る
た
め
に
、
八
月
十
五
夜
の
歌
で
は
な
か
っ
た
。

「
は
じ
め
に
」
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
に
関
す
る
文
学
作

品
が
出
現
す
る
の
は
平
安
初
期
で
あ
る
。
島
田
忠
臣
の
『
田
氏
家
集
』
に
収
録
さ

れ
て
い
る
彼
の
詩
作
は
最
古
の
記
録
と
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
屋
代
弘
賢
に

編
集
さ
れ
た
類
書
『
古
今
要
覧
稿
』
に
は
、「
八
月
十
五
夜
の
月
を
賞
す
る
こ
と
、

島
田
忠
臣
の
集
に
は
じ
め
て
見
え
た
り
、そ
の
年
記
さ
だ
か
な
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、

斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
詠
史
百
四
十
六
首
を
奉
り
、
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
年
調

三
百
六
十
首
を
奉
れ
る
よ
し
、
家
集
の
自
注
に
見
え
た
れ
ば
、
そ
の
時
代
大
概
知

ら
れ
た
り
」
と
記
し
て
い
る
。
山
中
裕
氏
も
「
わ
が
国
の
文
献
に
み
え
る
は
じ
め

は
、
島
田
忠
臣
が
『
田
氏
家
集
』」
と
同
じ
く
指
摘
し
た（
31
）。

『
田
氏
家
集
』
に
八
月
十
五
夜
の
詩
作
は
三
首
あ
る
。
題
目
か
ら
察
す
る
に
、

家
集
番
号
六
二
「
八
月
十
五
夜
惜
レ
月
」
は
一
人
の
観
月
、
家
集
番
号
二
〇
「
八

月
十
五
夜
宴
レ
月
」
と
家
集
番
号
一
八
七
「
八
月
十
五
夜
宴
各
言
レ
志
探
二
一
字

一
得
レ
亭
」（32
）は
友
人
と
観
月
の
宴
を
開
い
た
も
の
で
あ
る
。『
田
氏
家
集
』
家

集
番
号
二
〇
の
詩
作
「
八
月
十
五
夜
宴
レ
月
」
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

夜
明
如
レ
昼
宴
二
嘉
賓
一

老
兎
寒
蟾
助
二
主
人
一

欲
レ
及
二
露
晞
一
天
向
レ
曙

未
三
曾
投
レ
轄
滞
二
銀
輪
一

こ
の
詩
は
、
八
月
十
五
夜
に
行
わ
れ
た
宴
の
場
面
を
描
い
て
い
る
。
前
半
は
明

る
い
月
夜
に
客
を
招
い
て
八
月
十
五
夜
の
満
月
を
観
賞
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。「
老
兎
」
と
「
寒
蟾
」
は
と
も
に
月
を
指
し
て
い
る
。
後
半
の
「
投
レ
轄
滞
二

銀
輪
一
」
は
客
を
引
き
留
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
銀
輪
」
は
同
時

に
「
月
」
も
指
す
掛
詞
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
句
は
、
夜
は
徐
々
に
明
け
て
い
き
、

客
は
ま
だ
引
き
留
め
ら
れ
る
が
、
月
が
沈
む
の
は
引
き
止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
残

念
な
気
持
ち
を
現
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
八
月
十
五
夜
に
宴
を
開
き
、
作
文
を
す
る
流
儀
は
唐
代
の
詩
人
の

観
月
と
類
似
し
て
い
る
。
年
代
の
点
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
八
月
十
五
夜
の
観

月
は
や
は
り
漢
詩
と
共
に
日
本
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
文
人
貴
族

に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

平
安
時
代
の
漢
学
者
と
い
え
ば
、
菅
原
道
真
で
あ
る
。
彼
は
島
田
忠
臣
に
師
事

し
、
そ
の
父
是
善
は
ま
た
忠
臣
の
師
で
あ
る
。
菅
家
父
子
は
忠
臣
と
深
く
関
わ
っ

て
い
る
漢
学
者
で
、
菅
家
も
八
月
十
五
夜
の
観
月
を
行
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

実
際
、『
菅
家
文
草
』
に
は
貞
観
六
年
八
月
十
五
日
の
後
漢
書
の
竟
宴（
33
）を
は

じ
め
、
多
く
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る（
34
）。

そ
の
後
、菅
家
の
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
是
善
の
忌
月
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
が
、

『
菅
家
文
草
』
に
は
も
う
一
例
寛
平
九
年
（
八
九
七
）（35
）の
作
文
の
記
録
が
記
さ

れ
て
い
る
。「
八
月
十
五
夜
、
同
賦
二
秋
月
如
一
レ
珪
、
応
制
、
探
得
レ
門
、
自
レ
此

以
下
十
五
首
、
大
納
言
作
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、「
応
制
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、

こ
の
記
録
は
勅
命
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
作
文
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
つ
ま

り
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
文
人
貴
族
の
み
な
ら
ず
、
天
皇
や
上
皇
に
も
影
響
を

も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
文
は
、
こ
の
年
の
七
月
三
日
に
元
服

し
て
践
祚
し
た
醍
醐
天
皇
よ
り
も
、
道
真
と
深
く
関
わ
る
宇
多
上
皇
が
開
催
し
た

可
能
性
の
方
が
高
く
、
そ
し
て
、
そ
の
場
所
は
恐
ら
く
内
裏
で
は
な
く
、
宇
多
上
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皇
と
関
わ
り
の
あ
る
場
所
で
あ
ろ
う
。
時
間
を
経
て
、
延
喜
九
年
（
九
〇
九
）
に

法
皇
と
な
っ
た
宇
多
院
は
亭
子
院
で
作
文
を
行
っ
た
。『
日
本
紀
略
』
の
延
喜
九

年
（
九
〇
九
）
閏
八
月
十
五
日
の
条（
36
）
に
「
閏
八
月
十
五
日
、
夜
太
上
法
皇

召
二
文
人
於
亭
子
院
一
、
令
レ
賦
下
月
影
浮
二
秋
池
一
之
詩
上
」
と
あ
り
、『
本
朝
文
粋
』

に
は
菅
原
淳
茂
に
よ
り
作
ら
れ
た
序
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る（
37
）。
そ
の
中
の
「
其

応
制
者
八
九
人
」
と
い
う
一
文
か
ら
は
、
作
文
の
規
模
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の

で
は
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
、
確
か
に
宇
多
上
皇
の
目
を

引
い
て
宮
廷
社
会
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
延
喜
の
宴
は
あ
く
ま
で
も
宇
多
の
文

学
サ
ロ
ン
の
一
イ
ベ
ン
ト
で
し
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
公
事
と
い
う
に
は
程
遠

い
も
の
で
あ
る
。

島
田
忠
臣
の
詩
よ
り
少
し
遅
れ
て
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
和
風
化
し
は
じ
め

た
よ
う
で
あ
る
。
和
風
の
観
月
と
い
え
ば
、ま
ず
和
歌
を
詠
む
こ
と
で
あ
る
。『
古

今
和
歌
集
』
に
は
「
八
月
十
五
夜
」
を
題
に
す
る
和
歌
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
も
の

の
、『
古
今
集
』
の
編
集
者
で
あ
る
紀
貫
之
に
は
八
月
十
五
夜
の
月
を
詠
む
和
歌

が
い
く
つ
か
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
貫
之
集
』
に
収
め
た
「
八
月

十
五
夜
」
を
題
に
す
る
歌
、「
百
と
せ
の
ち
ゞ
の
秋
ご
と
に
足
引
の
山
の
は
か
へ

ず
い
づ
る
月
影
」（38
）が
あ
る
。
ほ
か
の
私
家
集
に
目
を
向
け
れ
ば
、
貫
之
よ
り

少
し
遅
い
時
代
の
歌
人
た
ち
に
も
、
八
月
十
五
夜
に
関
す
る
和
歌
が
出
現
し
始
め

る（
39
）。

そ
し
て
、『
拾
遺
和
歌
集
』
に
興
味
深
い
和
歌
一
首
が
あ
る
。
藤
原
経
臣
の
「
延

喜
御
時
、
八
月
十
五
夜
蔵
人
所
の
男
ど
も
、
月
の
宴
し
侍
り
け
る
に
」
と
い
う
詞

書
を
持
つ
歌
「
こ
ゝ
に
だ
に
光
り
さ
や
け
き
秋
の
月
雲
の
上
こ
そ
思
ひ
や
ら
る

れ
」（40
）が
あ
る
。
詞
書
に
よ
れ
ば
、こ
れ
は
蔵
人
所
の
役
人
た
ち
で
行
わ
れ
た
「
月

の
宴
」
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
で
、
八
月
十
五
夜
の
私
宴
は
延
喜
年
間

に
お
い
て
漢
詩
文
だ
け
で
は
な
く
、和
歌
に
も
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
唐
代
の
詩
文
と
と
も
に
伝
来
し
た
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
漢
詩

の
題
材
と
風
流
な
私
宴
と
し
て
文
人
貴
族
に
よ
り
受
容
し
て
定
着
し
た
。
そ
の
間

に
、
ま
た
和
風
化
も
並
行
し
て
お
り
、
八
月
十
五
夜
を
題
と
す
る
和
歌
も
詠
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

3
、  

平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
に
関
す
る
諸
説
の

問
題
点

で
は
、
そ
の
後
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
平
安
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
発
展

し
て
い
っ
た
の
か
。「
は
じ
め
に
」
に
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
主
に
二
つ
の
説

が
あ
る
。
ま
ず
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
た
年
中
行
事
説
の
考
察
に
入
る
。

山
中
裕
に
よ
れ
ば
、「
年
中
行
事
と
は
一
年
の
間
に
季
節
の
順
序
に
し
た
が
っ

て
一
定
の
時
期
に
行
わ
れ
る
公
事
で
あ
る
。」（41
）「
年
中
行
事
は
社
会
が
発
達
し

て
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
特
別
な
物
を
こ
し
ら
え
て
食
う
恒
例
の
晴
の
日
と
い
う
意
味

を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
文
献
の
上
に
み
え
る
宴
で
あ
る
。
日
本

古
代
の
お
の
お
の
の
年
中
行
事
は
、
ま
ず
宴
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
し
だ

い
に
行
事
が
複
雑
し
、
あ
る
も
の
は
節
会
と
な
っ
て
ゆ
く
」（42
）と
述
べ
て
い
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
内
容
も
合
せ
て
、
山
中
裕
の
言
う
年
中
行
事
は
宮
廷
社

会
と
い
う
狭
い
範
囲
の
も
の
で
は
な
く
、
四
季
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
生
活
の
営

み
か
ら
自
然
と
発
生
す
る
広
義
的
な
年
中
行
事
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
宮
廷
年

中
行
事
に
つ
い
て
、
山
中
裕
は
年
中
行
事
が
儀
式
と
し
て
技
巧
化
さ
れ
た
も
の
と
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指
摘
し
た（
43
）。
し
た
が
っ
て
、
山
中
説
の
年
中
行
事
は
宮
廷
年
中
行
事
と
広
義

的
な
年
中
行
事
と
の
二
つ
の
意
味
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

山
中
裕
は
、「
観
月
の
宴
」
を
七
夕
・
盂
蘭
盆
会
・
重
陽
な
ど
の
宮
廷
年
中
行

事
と
し
て
も
成
立
し
て
い
た
年
中
行
事
と
同
等
に
扱
っ
て
い
る
が
、
宮
廷
年
中
行

事
と
し
て
成
立
し
た
か
ど
う
か
は
明
言
し
て
い
な
い
。
も
し
八
月
十
五
夜
の
観
月

が
宮
廷
年
中
行
事
と
し
て
成
立
し
た
と
し
た
ら
、
当
時
の
年
中
行
事
書
や
儀
式
書

に
何
ら
か
の
記
載
が
存
在
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、『
年
中
行

事
御
障
子
文
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
年
中
行
事
書
に
は
八
月
十
五
夜
の
観
月
に
関

す
る
行
事
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
八
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
の
は
信
濃
貢
馬
駒
牽

と
の
ち
に
成
立
し
た
石
清
水
放
生
会
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
月
十
五
夜
の
観

月
は
宮
廷
年
中
行
事
と
し
て
始
ま
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

で
は
、八
月
十
五
夜
の
観
月
は
広
義
的
な
年
中
行
事
と
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。

山
中
裕
は
仲
秋
観
月
の
宴
は
中
国
の
行
事
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
で
も
中
国
の

風
習
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
以
前
か
ら
月
を
愛
で
る
宴
が
催
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

は
人
々
が
満
ち
欠
け
る
月
に
感
懐
に
ふ
け
る
こ
と
で
、
人
間
の
生
活
の
は
じ
ま
っ

た
こ
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
指
摘
し（
44
）、
ま
た
「
人
々
に
と
っ
て
月
の
満
ち

欠
け
が
暦
の
代
わ
り
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
作
業
を
営
ん
で
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

十
五
夜
は
生
活
の
折
り
目
で
、
ま
た
八
月
は
収
穫
月
と
い
う
こ
と
か
ら
、
も
う
少

し
具
体
的
に
い
え
ば
、
こ
の
日
に
畑
か
ら
と
れ
た
種
々
の
も
の
を
供
え
て
庶
民
が

お
祭
り
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
」（45
）と
論
じ
、
最
後
に
「
月
見
の
宴
は
、
大
陸
行

事
の
渡
来
に
よ
る
明
月
を
賞
翫
す
る
意
味
と
わ
が
国
独
特
の
収
穫
祭
と
二
つ
の
意

味
が
併
行
、
あ
る
い
は
結
合
し
て
進
ん
で
で
き
た
の
が
十
五
夜
の
宴
で
あ
る
」
と

結
論
づ
け
た（
46
）。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月

は
日
本
に
も
と
も
と
存
在
し
た
月
見
の
宴
が
中
国
か
ら
伝
来
し
た
八
月
十
五
夜
の

観
月
と
結
合
し
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
、
そ
れ
は
宋
代
の
中
秋
節
の
よ
う
に
、

民
俗
的
な
要
素
を
持
つ
年
中
行
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
観
月
の
時
、
食
事
を
堪
能
す
る
こ
と
や
月

に
食
物
を
供
え
る
こ
と
な
ど
の
風
習
は
、
現
存
の
史
料
で
は
少
な
く
と
も
室
町
時

代
に
な
っ
て
か
ら
出
現
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
成
立
し
た
武
家

の
故
実
書
『
年
中
恒
例
記
』（『
続
群
書
類
従
』「
武
家
部
」）
に
は
、

八
月
十
五
日
、
明
月
御
祝
参
、
於
内
儀
也
、
茄

（
茹
で
カ
）き
こ
し
め
さ
る
ゝ
、
枝
大
豆
、

柿
、
栗
、
瓜
、
茄
、
美
女
調
進
之
、（
後
略
）

と
あ
る
。
山
中
裕
が
著
作
で
引
用
し
た
年
中
行
事
書『
後
水
尾
院
当
時
年
中
行
事
』

は
江
戸
時
代
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
平
安
時
代
に
は
そ
の
よ
う
な

文
献
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
山
中
裕
も
「
平
安
時
代
の
文
献
に
は
直

接
、
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
認
め
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、
中
国
も
古
く
か
ら
月
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
月
の
満
ち
欠
け
に

よ
り
暦
を
作
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
農
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
秋
に
は
「
社
日
」（47
）と
い
う
土
地
神
を
祀
る
重
要
な
年
中
行
事
が
あ
り
、

そ
れ
は
そ
の
年
の
収
穫
を
感
謝
す
る
趣
旨
を
有
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
条
件
を
揃

え
な
が
ら
、八
月
十
五
夜
の
観
月
は
唐
代
に
お
い
て
文
人
層
に
始
ま
っ
た
も
の
の
、

す
ぐ
に
は
民
俗
的
な
趣
旨
を
持
つ
よ
う
に
な
ら
ず
、
長
い
年
月
を
か
け
て
少
し
ず

つ
庶
民
層
に
浸
透
し
て
い
き
、
よ
う
や
く
晩
唐
か
ら
北
宋
に
か
け
て
収
穫
祭
の
趣

旨
が
加
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
山
中
裕
が
主
張
し
た
日
本
に
お
い
て
暦
が
伝
来

し
た
以
前
か
ら
月
の
満
ち
欠
け
を
愛
で
な
が
ら
宴
を
催
す
と
い
う
月
見
の
風
習
は

今
や
確
か
め
る
術
も
な
い
。
仮
に
、
日
本
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
風
習
が
存
在
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し
た
と
し
て
も
、
平
安
時
代
に
お
い
て
、
伝
来
し
て
間
も
な
い
八
月
十
五
夜
の
観

月
と
す
ぐ
結
合
し
て
、
あ
ま
つ
さ
え
民
俗
的
な
趣
旨
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
は

考
え
が
た
い
。
貴
族
の
間
で
流
行
り
の
風
流
な
遊
び
が
庶
民
層
に
広
が
る
に
は
、

時
間
が
必
要
と
な
る
。
あ
る
い
は
、
そ
う
い
っ
た
民
俗
的
要
素
は
中
国
の
中
秋
節

が
成
立
し
た
後
、
中
秋
節
か
ら
影
響
を
受
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
文
献
上
に
八
月
十
五
夜
の
民
俗
的
な
要
素
が
見
ら
れ
始
め
る
の
は
室

町
時
代
以
降
で
あ
る
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
で
は
、
宋
代
の
中

秋
節
の
よ
う
な
収
穫
祭
や
家
族
団
欒
な
ど
の
趣
旨
が
ま
だ
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ま

た
年
中
行
事
と
し
て
成
立
し
た
と
い
う
説
も
根
拠
が
少
な
い
た
め
に
、
信
用
し
が

た
い
。

で
は
、
濱
田
・
中
村
説
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
濱
田
・
中
村
説
は
八
月
十
五
夜

の
観
月
が
年
中
行
事
だ
と
論
じ
て
は
い
な
い
が
、
宮
中
で
行
う
天
皇
中
心
の
「
観

月
宴
」
は
恒
例
化
し
て
い
た
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
。

確
か
に
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
に
関
す
る
記
録
は
平
安
時
代
に
お
い
て
年
中
行

事
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、儀
式
書
の
『
西
宮
記
』
に
康
保
三
年
（
九
六
六
）

の
一
例
の
み
が
見
ら
れ
る
。『
西
宮
記
』（48
）に

康
保
三
年
八
月
十
五
日
、
被
レ
仰
二
繪
所
・
作
物
所
一
、
施
二
風
流
於
御
前
両

壺
一
盡
二
精
妙
一
、
右
大
将
・
参
議
雅
信
朝
臣
已
下
参
上
、
有
二
倭
歌
・
弦
歌

興
一
、
賜
レ
禄
、

と
あ
る
。
ま
た
、『
日
本
紀
略
』
康
保
三
年
閏
八
月
十
五
日
条
に

朝
干
飯
御
座
前
両
壺
分
方
、
有
二
前
栽
合
一
、

と
同
じ
出
来
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
実
は
類
似
し
た
記
録
は
多
く
の
文
献
に
も

見
ら
れ
る
が（
49
）、
簡
略
な
も
の
ば
か
り
で
、
些
か
情
報
不
足
で
あ
る
。
幸
い
、

そ
の
詳
細
は
『
栄
華
物
語
』
巻
一
「
月
の
宴
」
に
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

康
保
三
年
八
月
十
五
夜
、
月
の
宴
せ
さ
せ
給
は
ん
と
て
、
清
涼
殿
の
御
前
に

皆
方
分
ち
て
前
栽
植
ゑ
さ
せ
給
ふ
、
左
の
頭
に
は
、
絵
所
別
当
蔵
人
少
将
済

時
と
あ
る
は
、
小
一
条
の
師
尹
の
大
臣
の
御
子
、
今
の
宣
耀
殿
の
女
御
の
御

兄
な
り
、
右
の
頭
に
は
、
造
物
所
の
別
当
右
近
少
将
為
光
、
こ
れ
は
九
条
殿

の
九
郎
君
な
り
、
劣
ら
じ
負
け
じ
と
挑
み
か
は
し
て
、
絵
所
の
方
に
は
洲
浜

を
絵
に
か
き
て
、
く
さ
ぐ
さ
の
花
生
ひ
た
る
に
勝
り
て
か
き
た
り
、
遣
水
・

巌
皆
か
き
て
、
銀
を
籬
の
か
た
に
し
て
、
よ
ろ
づ
の
虫
ど
も
を
住
ま
せ
、
大

井
に
逍
遥
し
た
る
か
た
を
か
き
て
、
鵜
船
に
篝
火
と
も
し
た
る
か
た
を
か
き

て
、
虫
の
な
か
に
歌
は
こ
め
た
り
、
造
物
所
の
方
に
は
、
お
も
し
ろ
き
洲
浜

を
彫
り
て
、
潮
満
ち
た
る
か
た
を
つ
く
り
て
、
い
ろ
い
ろ
の
造
花
を
植
ゑ
、

松
竹
な
ど
を
彫
り
付
け
て
、
い
と
お
も
し
ろ
し
、
か
か
れ
ど
も
歌
を
ば
女
郎

花
に
ぞ
つ
け
た
る
、

左
方　

君
が
為
花
植
ゑ
初
む
と
告
げ
ね
ど
も
千
代
松
虫
の
音
に
ぞ
鳴
き
ぬ
る

右
方　

心
し
て
今
年
は
匂
へ
女
郎
花
咲
か
ぬ
花
ぞ
と
人
は
見
る
と
も

御
遊
び
あ
り
て
、
上
達
部
多
く
参
り
給
ひ
て
御
禄
さ
ま
ざ
ま
な
り
、
こ
れ
に

つ
け
て
も
宮
の
お
は
し
し
折
に
い
み
じ
く
事
の
栄
え
あ
り
て
を
か
し
か
り
し

は
や
と
、
上
よ
り
始
め
奉
り
て
上
達
部
恋
ひ
き
こ
え
目
拭
ひ
給
ふ
、
花
蝶
つ

け
て
も
今
は
唯
お
り
ゐ
な
ば
や
と
の
み
ぞ
思
さ
れ
け
る
、

ま
た
、
十
三
世
紀
に
成
立
し
た
『
古
今
著
聞
集
』
に
も
こ
の
日
の
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。

康
保
三
年
閏
八
月
十
五
日
、
物
所
畫
所
相
分
つ
て
殿
の
西
の
小
庭
に
前
栽
を
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一
〇

う
へ
ら
れ
け
り
、
右
大
将
藤
原
朝
臣
、
治
部
卿
源
朝
臣
、
朝
成
朝
臣
、
中
渡

殿
に
候
し
、
侍
臣
等
後
涼
殿
の
東
の
す
の
こ
に
候
す
、
つ
ぎ
に
両
所
酒
饌
を

も
て
男
女
房
に
た
ま
ふ
、
夜
に
入
て
侍
臣
唱
哥
し
管
絃
を
奏
す
、
ま
た
高
光
・

長
賴
に
花
の
枝
に
ゆ
ひ
つ
く
る
と
こ
ろ
の
和
哥
を
と
り
て
よ
ま
せ
ら
れ
け

り
、
公
卿
侍
臣
に
仰
て
う
た
を
奉
ら
せ
け
り
、
右
大
将
延
光
朝
臣
ぞ
題
を
ば

奉
り
け
る
、
十
五
夜
翫
二
後
庭
秋
花
一
と
ぞ
侍
け
る
、
深
更
に
及
ん
で
侍
臣

和
哥
を
奉
る
、
保
光
朝
臣
を
し
て
よ
ま
せ
ら
れ
け
り
、
さ
ら
に
ま
た
管
絃
の

興
あ
り
て
其
後
公
卿
に
禄
を
給
は
せ
け
り
、

「
十
五
夜
翫
二
後
庭
秋
花
一
」
を
題
に
す
る
和
歌
会
の
作
品
は
現
在
『
平
安
朝
歌
合

大
成
』
で
見
ら
れ
る（
50
）。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、『
栄
華
物
語
』
と
『
古
今
著
聞
集
』
の
創
作
に
使
わ

れ
る
素
材
史
料
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
た
め
に
、
現
存
の
史
料
で
分
析
す
る
し
か
な

い
。
現
存
の
史
料
は
そ
れ
ぞ
れ
与
え
て
い
る
印
象
が
異
な
る
が
、
合
せ
て
ま
と
め

れ
ば
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
康
保
三
年
八
月
十
五
日
（
あ
る
い
は
閏
八

月
）
の
宴
は
清
涼
殿
に
お
い
て
村
上
天
皇
が
主
催
し
た
大
型
の
宴
で
あ
る
。
ま
ず

朝
餉
壺
・
台
盤
所
壺
と
い
う
二
つ
の
庭
に
前
栽
を
植
え
、
そ
れ
を
眺
め
な
が
ら
、

前
半
は
酒
饌
を
楽
し
む
宴
を
行
う
。
夜
に
な
る
と
、
侍
臣
が
唱
歌
し
て
管
絃
を
奏

し
た
後
、「
十
五
夜
翫
後
庭
秋
花
」
を
題
と
す
る
和
歌
会
を
行
う
。
最
後
に
、
ま

た
管
絃
の
余
興
が
あ
り
、
賜
禄
も
行
っ
た
。『
栄
華
物
語
』
の
描
写
を
見
る
限
り
、

前
栽
は
で
き
る
か
ぎ
り
の
風
流
を
尽
く
し
た
も
の
で
、
秋
の
景
物
を
心
ゆ
く
ま
で

楽
し
む
王
朝
人
の
美
意
識
が
窺
え
る
。

問
題
は
こ
の
宴
は
幾
つ
か
の
要
素
が
複
合
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
ど
う
扱
う

べ
き
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
萩
谷
朴
は
こ
の
前
栽
合
に
つ
い
て
、「
本
前
栽
合
は
、

様
式
と
し
て
は
物
合
に
附
随
せ
る
歌
合
で
、
左
右
の
洲
浜
に
添
え
ら
れ
た
歌
の
披

講
は
あ
っ
た
が
判
決
は
な
く
、
む
し
ろ
純
粋
物
合
に
、
和
歌
の
興
を
添
え
た
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
濱
田
氏
・
中
村
氏
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
康

保
三
年
の
観
月
宴
で
は
前
栽
と
和
歌
の
優
劣
に
つ
い
て
は
競
わ
れ
て
い
な
い
た

め
、
こ
の
夜
の
中
心
は
前
栽
合
で
は
な
く
、
観
月
宴
が
主
目
的
で
あ
っ
た
」
と
論

じ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
各
史
料
の
康
保
三
年
八
月
十
五
日
の
宴
に

対
す
る
扱
い
に
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
各
史
料
を

見
る
と
、『
栄
華
物
語
』
は
「
月
の
宴
」
と
明
言
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
栄
華
物

語
』
の
描
写
は
す
べ
て
前
栽
合
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、「
観
月
」
の
要
素
は
見

つ
か
ら
な
い
。『
古
今
著
聞
集
』
は
「
和
歌
」・「
管
弦
歌
舞
」（51
）な
ど
の
分
類
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
康
保
三
年
の
宴
を
第
十
九
巻
の
「
草
木
」
に
収
録
さ
せ
て

い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
和
歌
会
や
宴
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
前
栽
合
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
日
本
紀
略
』
や
ほ
か
の
文
献
の
多
く
も

前
栽
合
と
し
て
扱
っ
て
い
る（
52
）。『
西
宮
記
』
は
康
保
三
年
の
宴
を
「
臨
時
」
の

「
内
教
坊
舞
」
に
収
録
し
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。
内
教
坊
と
い
う
の
は
唐

制
に
倣
い
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
お
い
て
宮
中
で
舞
姫
を
置
い
て
女
楽
・
踏
歌
を

教
習
さ
せ
た
所
で
あ
る
。
瀧
川
政
次
郎
の
「
内
教
坊
考
」（53
）に
よ
れ
ば
、
内
教

坊
の
妓
女
は
踏
歌
を
主
と
し
た
歌
舞
を
演
じ
、
雅
楽
を
も
奏
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
侍
座
し
て
い
た
の
は
節
会
ば
か
り
で
な
く
、
宮
中
の
内
宴
も
あ
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
内
教
坊
の
歌
舞
は
公
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。『
西
宮
記
』

の
編
集
者
源
高
明
は
和
歌
と
学
問
、両
方
に
優
れ
た
当
時
の
学
者
で
あ
る
。「
臨
時
」

の
「
内
教
坊
舞
」
に
収
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
、
康
保
三
年
の
宴

は
管
絃
を
中
心
と
し
た
宴
で
、
盛
大
で
あ
っ
て
も
、
十
五
夜
の
月
を
愛
で
る
こ
と



平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
実
態

一
一

を
主
と
し
て
吟
詠
を
余
興
と
す
る
観
月
の
流
儀
と
は
本
質
的
に
異
な
り
、
ま
た
歌

合
の
性
格
と
も
違
う
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

康
保
三
年
八
月
十
五
日
の
宴
は
確
か
に
儀
式
の
整
っ
た
盛
大
な
宴
で
あ
る
。
し

か
も
、
物
合
や
和
歌
会
な
ど
い
く
つ
も
の
要
素
を
複
合
し
て
、
風
流
を
尽
く
し
た

宴
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の
宴
は
康
保
三
年
以
前
の
個
人
的
な
八
月
十
五
夜
の
私

宴
と
は
違
い
、宮
廷
儀
式
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
晴
の
儀
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
天
皇
中
心
の
宮
中
行
事
と
し
て
恒

例
化
し
た
と
言
え
る
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。

先
ず
、
康
保
三
年
の
宴
は
前
栽
合
と
い
い
、
後
半
の
和
歌
会
と
い
い
、
月
を
愛

で
る
だ
け
で
な
く
、
秋
の
景
物
全
般
を
楽
し
ん
で
お
り
、
月
を
愛
で
る
宴
と
し
て

の
純
粋
さ
が
欠
け
て
い
る
印
象
が
強
い
。
そ
の
せ
い
か
、
各
文
献
の
見
方
が
異
な

り
、
観
月
の
宴
で
は
な
く
前
栽
合
と
し
て
扱
わ
れ
た
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
観
月
の
宴
の
恒
例
化
を
支
持
す
る
類
例
は
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、

八
月
十
五
夜
の
観
月
は
、
端
午
や
重
陽
と
異
な
り
、
中
国
で
年
中
行
事
化
し
て
か

ら
日
本
に
伝
来
し
た
わ
け
で
は
な
く
、詩
歌
の
題
材
や
風
流
な
宴
と
し
て
伝
来
し
、

日
本
に
定
着
し
た
。
そ
の
風
流
な
宴
は
最
初
は
一
人
の
場
合
や
友
人
同
士
の
間
で

行
わ
れ
、
複
雑
な
儀
式
や
作
法
な
ど
は
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
八
月

十
五
夜
の
観
月
は
次
第
に
本
格
的
に
な
り
、
参
加
者
の
人
数
も
増
え
、
自
然
と
儀

式
作
法
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
と
は
い
え
、
儀
式
作
法
は
幾
度
の
先
例
が
積
み

重
ね
ら
れ
て
成
立
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
花
の
宴
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
過
程

を
経
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。康
保
三
年
の
宴
と
同
じ
村
上
朝
で
記
さ
れ
た『
新

儀
式
』
で
は
、
花
の
宴
は
清
涼
殿
儀
と
さ
れ
た
。
滝
川
幸
司
氏
の
「
花
宴
考
」（54
）

に
よ
れ
ば
、
村
上
朝
に
公
宴
詩
会
と
し
て
成
立
し
た
花
の
宴
は
、
そ
れ
以
前
に
行

わ
れ
た
臨
時
の
御
前
詩
会
と
し
て
の
花
の
宴
と
、
ま
た
さ
ら
に
以
前
の
嵯
峨
朝
の

神
泉
苑
に
催
さ
れ
た
花
の
宴
と
も
性
格
が
異
な
り
、
宮
中
恒
例
の
儀
式
で
あ
る
。

も
し
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
が
濱
田
・
中
村
説
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
延
喜
年

間
に
始
ま
っ
て
、
康
保
三
年
ま
で
の
間
に
徐
々
に
、
天
皇
中
心
の
宮
中
行
事
と
し

て
確
立
し
て
い
っ
た
の
な
ら
ば
、
同
時
代
の
儀
式
書
に
収
録
さ
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
、
康
保
三
年
と
類
似
し
た
例
は
見
つ
か
ら
ず
、『
西
宮
記
』
の
中

に
は
収
録
さ
れ
た
が
、「
臨
時
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、「
内
教
坊
舞
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
康
保
三
年
の
例
を
根
拠
に
、
八
月

十
五
夜
の
観
月
は
恒
例
化
し
た
と
は
判
断
し
が
た
い
。
た
だ
し
、
康
保
三
年
の
例

は
宮
廷
儀
式
と
し
て
の
完
成
形
で
は
な
い
が
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
が
発
展
過
程

に
お
け
る
過
渡
的
な
形
式
と
呼
べ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
後

世
の
人
に
と
っ
て
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
宴
を
行
う
時
、
康
保
三
年
八
月
十
五
日

の
宴
が
参
考
に
値
す
る
前
例
に
な
る
。『
栄
華
物
語
』
の
「
月
の
宴
」
の
見
方
は

そ
う
い
っ
た
認
識
に
よ
る
追
認
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。ま
た
そ
れ
に
対
し
て
、

鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
『
古
今
著
聞
集
』
の
見
方
は
も
と
の
史
実
に
対
す
る
尊
重

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

4
、
平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
実
態

前
章
に
お
い
て
、
平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
儀
式
に
関
す
る

問
題
点
を
明
確
に
し
た
。
や
は
り
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
年
中
行
事
と
し
て
は

未
熟
で
、
宮
廷
儀
式
と
し
て
の
恒
例
化
と
は
程
遠
い
。
で
は
、
実
際
の
状
況
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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一
二

ま
ず
、先
行
研
究
で
は
延
喜
以
降
に
現
れ
た
大
型
の
観
月
宴
に
注
目
し
て
お
り
、

漢
風
の
宴
や
作
文
な
ど
の
史
料
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
八
月

十
五
夜
の
観
月
は
漢
風
か
ら
和
風
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
が
、
漢
風
の
観
月
は
消

え
て
い
な
か
っ
た
。
逆
に
、
平
安
中
期
に
入
る
と
私
的
な
漢
風
の
観
月
の
宴
や
作

文
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、徐
々
に
一
般
化
し
た
。
藤
原
明
衡
の
編
纂
し
た『
明

衡
往
来
』
に
は
そ
の
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
明
衡
往
来
』
は
日
常
生
活
に
お

け
る
必
要
な
社
交
書
状
の
様
々
な
状
況
を
想
定
し
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
書
簡
を

収
集
し
、
こ
れ
に
四
季
別
等
の
体
系
を
与
え
た
文
例
集
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
当
時
の
貴
族
の
生
活
が
あ
る
程
度
窺
え
る
。
そ
こ
に
は
八
月
十
五
夜
に
他
の

文
人
を
招
く
招
待
状
及
び
そ
の
返
事
の
文
例
も
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る（
55
）。（

二
十
九
、
往
状
）

明
月
之
得
レ
名
八
月
十
五
夜
也
、
雖
レ
得
レ
名
得
レ
晴
又
希
有
也
、
今
夜
銀
漢

卷
レ
翳
金
波
鋪
レ
影
、
可
レ
謂
二
千
載
一
遇
一
欤
、
難
レ
得
易
レ
失
時
也
、
何
可
二

默
止
一
哉
、
褰
レ
箔
登
レ
楼
之
興
、
聊
欲
レ
追
二
前
蹤
一
、
詩
客
四
五
人
、
伶
人

両
三
輩
、不
レ
期
而
來
會
、是
皆
當
世
之
好
士
也
、只
依
レ
遲
二
尊
下
之
光
臨
一
、

豫
空
二
座
右
一
耳
、
抑
恩
慶
之
甚
也
、
忝
廻
二
花
軒
一
素
懐
可
レ
足
、
下
若
酒
、

上
林
菓
、
聊
以
儲
レ
之
、
乞
莫
レ
嫌
二
下
劣
一
、
謹
言
、

八
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　

権
右
中
将

右
少
辨
殿

（
三
十
、
返
状
）

佳
招
事

右
今
夜
雲
葉
收
盡
、
月
花
清
朗
、
古
来
論
レ
月
之
輩
、
以
二
八
月
十
五
夜
一

為
レ

、
今
夜
之
皎
潔
誠
哉
、
此
言
矣
而
今
欲
レ
登
レ
樓
無
レ
樓
、
欲
レ
棹
レ
舩

無
レ
舩
、
獨
立
二
閑
庭
一
詠
二
招
隠
詩
一
耳
、
此
間
忽
蒙
二
恩
喚
一
、
挊
躍
之
甚

以
レ
何
比
レ
之
、
但
空
二
座
右
一
之
命
、
若
是
嘲
哢
之
御
詞
欤
、
身
非
二
相
如
之

尊
一
、
何
關
二
上
客
之
礼
一
、
為
レ
恐
ヽ
ヽ
、
微
牛
在
二
他
所
一
、
只
今
遣
レ
取

可
二
馳
参
一
、

不
レ
處
二
懈
怠
一
、
尤
所
レ
願
也
、
謹
言
、

即
剋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
少
弁

こ
の
文
面
か
ら
、
様
々
な
情
報
が
得
ら
れ
る
。
ま
ず
、
こ
れ
が
招
待
状
で
あ
る

こ
と
は
、
観
月
の
形
は
一
人
で
観
賞
す
る
よ
り
、
客
を
招
い
て
、
観
月
の
私
宴
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。そ
し
て
、そ
の
宴
の
状
況
も
多
少
窺
え
る
。「
詩

客
四
五
人
、
伶
人
両
三
輩
」
と
い
う
文
章
か
ら
、
客
だ
け
で
な
く
、
伶
人
も
招
い

て
い
る
。
つ
ま
り
管
絃
の
用
意
も
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
酒
を
酌
む
の
は

も
ち
ろ
ん
、「
林
菓
（
林
の
中
で
実
る
木
の
実
）」
と
い
う
果
物
も
準
備
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
当
時
の
貴
族
の
間
で
行
わ
れ
て
い
た
観
月
の
私
宴
で

は
、
あ
る
程
度
の
作
法
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、『
明
衡
往
来
』
に
収
録
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
か
ら
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
が
す
で
に
文
人
貴
族
た
ち
の
日
常
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
宴
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

も
推
測
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
八
月
十
五

夜
の
観
月
は
中
晩
唐
の
観
月
の
状
況
に
類
似
し
て
お
り
、
年
中
行
事
へ
と
発
展
す

る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
別
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。
濱
田
氏
と
中
村
氏
は
『
本
朝
文
粋
』
に

収
録
さ
れ
て
い
る
大
江
匡
衡
の
作
品
「
仲
秋
三
五
夕
於
二
江
州
野
亭
一
対
レ
月
言
レ

志
」
の
「
去
年
八
月
十
五
夜
、
営
二
吏
務
一
以
在
二
尾
州
一
、
今
年
八
月
十
五
夜
、
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一
三

事
二
湯
薬
一
以
在
二
江
州
一
、
不
レ
見
二
漢
宮
之
月
一
、
不
レ
見
二
梁
園
之
月
一
、
不
レ
聞
二

鳳
琴
之
声
一
、
不
レ
聞
二
龍
笛
之
声
一
」
と
い
う
一
文
を
挙
げ
、「
文
中
に
、『
去
年
』・

『
今
年
』
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
、
宮
中
で
月
の
宴
が
行
わ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
論
じ
た
。
八
月
十
五
夜
の

観
月
は
宇
多
院
に
よ
り
宮
廷
社
会
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
後
、
更
な
る
発
展
を
遂
げ

た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。「
月
の
宴
」
の
具
体
的
な
性
格
は
不
明
で
あ
る
が
、

漢
風
の
宴
に
間
違
い
な
く
、恐
ら
く
作
文
も
並
行
し
た
。『
本
朝
文
粋
』の
文
は『
明

衡
往
来
』
の
事
実
を
裏
付
け
て
い
る
上
で
、
当
時
宮
中
で
毎
年
あ
る
い
は
か
な
り

高
い
頻
度
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
史
料
や
文
集
は
多
く
欠
損
し
て
い
る
た
め
に
、
完
全
な
記
録
は
見
ら

れ
な
い
が
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
貴
族
の
日
記
に
は
散
見
さ
れ（
56
）、
ま
た
漢

詩
文
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、平
安
末
期
に
成
立
し
た
『
本
朝
無
題
詩
』

に
は
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
詩
作
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
残
存
の
記
録
だ
け
で

も
、
平
安
時
代
を
通
し
て
漢
風
の
八
月
十
五
夜
の
観
月
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、延
喜
以
降
は
「
十
五
夜
」
を
題
材
に
す
る
和
歌
も
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

十
世
紀
後
半
、
題
詠
な
ど
に
素
材
を
提
供
す
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
『
古
今
和
歌

六
帖
』（57
）に
は
「
十
五
夜
」
の
条
目
が
現
れ
、
第
一
帖
の
「
歳
時
・
秋
」
に
分

類
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
八
月
十
五
夜
の
観
月
が
和
歌
の
題
材
と
し
て
完
全
に
定

着
し
、
一
般
貴
族
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
延
喜
ま
で
一
人
の
場
面
や
宴
で
行
わ
れ
て
い
た

が
、
延
喜
の
頃
か
ら
新
た
な
形
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
歌
合
で
あ

る
。
最
初
の
八
月
十
五
夜
の
歌
合
が
い
つ
ま
で
溯
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
現
在

見
ら
れ
る
一
番
古
い
記
録
は
恐
ら
く
廿
巻
本
『
歌
合
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
延
喜

元
年
（
九
〇
一
）
八
月
十
五
日
の
歌
合（
58
）で
あ
ろ
う
。『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
に

よ
れ
ば
、
そ
の
歌
合
に
関
す
る
詳
細
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
現
存
の
歌
の
中
に
月

を
詠
む
歌
が
何
首
か
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
を
知
り
得
る
。

『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
に
は
ま
た
そ
の
後
の
記
録
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る（
59
）。
そ

れ
に
よ
り
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
歌
合
は
内
裏
や
摂
関
家
な
ど
の
様
々
な
場
所

で
催
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
後
期
に
な
る
と
寺
院
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
最
後
の
記
録
は
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）

の
歌
合
で
、
平
安
時
代
終
わ
り
頃
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
八
月
十
五

夜
の
観
月
の
歌
合
も
作
文
と
同
様
に
、
平
安
時
代
全
体
を
通
し
て
頻
繁
に
行
わ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

延
喜
以
降
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
漢
風
の
宴
会
や
漢
詩
の
作
ら
れ
る
作
文
と

し
て
盛
ん
に
な
り
、
当
時
新
し
く
誕
生
し
て
間
も
な
い
特
別
な
和
歌
会
で
あ
る
歌

合
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
広
い
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
八

月
十
五
夜
の
観
月
は
文
人
貴
族
の
み
な
ら
ず
、
一
般
貴
族
に
も
浸
透
し
、
平
安
時

代
全
体
を
通
し
て
詩
歌
を
生
む
文
学
の
場
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
前
章
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
康
保
三
年
に
宮

廷
儀
式
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
例
は
八
月
十
五
夜
の
観
月
が
宮
廷

儀
式
へ
と
成
立
す
る
過
渡
期
に
お
け
る
重
要
な
先
例
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
後
、

宮
廷
儀
式
と
し
て
の
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
平
安
後
期
に
入

る
と
、も
う
一
つ
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
記
録
が
あ
る
。
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）

八
月
十
五
日
に
、
白
河
上
皇
が
鳥
羽
殿
で
催
し
た
観
月
の
宴
で
あ
る
。『
中
右
記
』

同
日
条
に
、
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一
四

十
五
日
、
天
晴
、
午
時
許
候
二
大
納
言
殿
御
車
一
、
参
二
入
鳥
羽
殿
一
、（
中
略
）

已
依
二
日
暮
一
也
、
寄
二
御
船
於
東
渡
殿
一
、
上
皇
令
レ
乗
給
、（
参
加
者
の
配

置
省
略
）
四
十
人
許
皆
布
衣
、
此
外
御
随
身
副
二
小
船
一
前
行
、
先
於
二
御

船
一
有
二
御
遊
一
、（
管
絃
の
遊
び
の
内
容
省
略
）
于
レ
時
雲
収
、
天
未
二
月
明
一
、

池
上
絲
竹
之
調
、
興
入
二
幽
玄
一
、
此
間
棹
二
小
船
一
、
但
馬
守
隆
時
朝
臣
・

甲
斐
守
行
実
朝
臣
供
二
御
膳
一
、〈
牙
盤
六
前
、
有
二
打
敷
一
、
肴
物
、〉
諸
卿

傳
取
供
レ
之
、
次
第
乍
在
レ
座
取
上
也
、
中
宮
大
夫
被
レ
候
二
陪
膳
一
、
公
卿
衝

重
便
居
二
船
之
縁
一
、
御
盃
則
給
二
大
殿
一
、
大
殿
指
二
左
大
臣
一
、
左
大
臣
指
二

関
白
一
、
次
第
巡
流
、
及
二
二
献公
卿
船
朗
詠
数
度
、

一
、
夜
及
二
三
半
一
従
二
御
船
一
令
レ
上
給
了
、

於
二
女
院
御
方
一
〈
東
面
〉、
被
レ
講
二
和
哥
一
、
題
云
、
翫
二
池
上
月
一
、
序
題
帥
、

予
勤
二
仕
講
師
一
、左
大
臣
為
二
読
師
一
、講
二
大
納
言
歌
一
了
後
、頃
而
頗
遅
々
、

是
左
大
臣
與
二
関
白
殿
一
歌
次
第
之
事
也
、
依
二
大
殿
命
一
先
講
二
関
白
殿
歌
一
、

次
左
大
臣
、
次
大
殿
、
此
間
女
房
従
二

中
一
被
レ
出
二
三
首
歌
一
、
書
簿
様
三

重
、
被
レ
置
二
扇
上
一
、〈
扇
銀
骨
、
畫

殊
妙
、〉
同
講
レ
之
、
皆
以
秀
歌
也
、

人
々
感
歎
、爰
従
二

中
一
給
二
御
製
於
関
白
一
、関
白
傳
二
献
大
殿
一
、便
宜
也
、

大
殿
令
二
氣
色
一
、
講
師
起
座
、
撤
二
臣
下
歌
一
、
召
二
新
中
納
言
通
俊
一
被
レ

講
二
御
製
一
、
誠
以
優
妙
也
、
不
レ
足
二
嗟
歎
一
、
満
座
諷
詠
、
及
二
暁
更
一
各

分
散
、

と
あ
る
。『
中
右
記
』
の
記
述
は
か
な
り
詳
し
い
も
の
で
、
観
月
の
儀
式
次
第
の

詳
細
ま
で
知
り
得
る
。
ま
ず
、
白
河
上
皇
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
員
が
船
に
乗
り

込
む
。
合
わ
せ
て
数
十
人
が
宴
に
参
加
し
、そ
の
装
束
は
「
皆
布
衣
」
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
御
船
に
御
遊
が
あ
り
、
次
い
で
御
膳
を
し
た
。
盃
を
巡
ら
し
、
酒
を
楽

し
む
。
二
献
に
及
ん
で
、公
卿
船
に
朗
詠
が
数
度
あ
っ
た
。
さ
ら
に
夜
が
「
三
半
」

に
及
ん
だ
ら
、「
翫
二
池
上
月
一
」
を
題
に
す
る
和
歌
会
を
催
し
た
。

寛
治
八
年
の
こ
の
鳥
羽
殿
の
宴
は
相
当
大
規
模
な
も
の
で
、
康
保
三
年
の
宴
と

同
じ
く
整
っ
た
儀
式
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
康
保
三
年
の
宴
と
比
べ
れ
ば
、

い
く
つ
か
の
点
で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
こ
の
寛
治
八
年
の
宴
は
内
裏
様
式

と
異
な
っ
て
、
仙
洞
様
式
で
あ
る
。
晴
の
儀
式
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
が
、
宮
中

の
行
事
で
は
な
く
私
宴
で
あ
る
。
た
だ
し
、
院
政
期
の
特
殊
性
か
ら
考
え
れ
ば
、

私
宴
で
は
あ
っ
て
も
、宮
中
の
行
事
よ
り
優
先
さ
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
康
保
三
年
の
宴
と
違
っ
て
、
そ
の
風
流
な
宴
の
作
法
や
和
歌
会
の
題
目

か
ら
観
月
の
趣
旨
が
深
く
感
じ
ら
れ
る
。
白
河
上
皇
以
下
殿
上
人
数
十
人
が
小
船

を
漕
ぎ
出
し
、
鳥
羽
離
宮
の
池
に
漂
い
、
夜
空
に
か
か
る
月
と
池
に
映
る
月
を
同

時
に
愛
で
る
。
ま
た
、
余
興
と
し
て
殿
上
人
自
身
が
楽
器
を
持
っ
て
演
奏
し
、
歌

い
あ
る
い
は
朗
詠
し
た
。
さ
ら
に
、
船
上
で
の
「
巡
流
」、
盃
を
巡
ら
し
て
酒
を

堪
能
す
る
作
法
も
印
象
深
い
。
盃
に
月
が
映
る
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。
こ
う
し
て
、

康
保
の
宴
と
異
な
り
、宴
の
趣
旨
は
常
に
月
を
愛
で
る
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

菅
原
嘉
孝
氏
に
よ
れ
ば
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
観
月
の
宴
の

儀
式
次
第
に
関
す
る
記
述
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る（
60
）。
寛
治
八

年
の
観
月
の
宴
は
順
徳
院
の
『
八
雲
御
抄
』（61
）で
先
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
平
安
末
期
以
降
の
見
本
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
八
雲
御
抄
』
に
お
い
て
は
、

寛
治
八
年
の
宴
は
確
か
に
「
中
殿
会
」・「
尋
常
会
」・「
歌
書
様
」
と
い
う
三
つ
の

部
分
の
中
に
、「
寛
治
月
宴
」
と
称
さ
れ
、そ
の
儀
式
と
作
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、『
八
雲
御
抄
』
は
歌
学
書
で
あ
る
。
恐
ら
く
寛
治
八
年
の
宴
を
引
用
す

る
本
来
の
目
的
は
和
歌
と
和
歌
会
の
手
本
と
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
り
、
観
月

の
宴
の
前
例
と
し
て
挙
げ
た
わ
け
で
は
な
い
。と
は
い
え
、康
保
三
年
の
宴
と
違
っ



平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
実
態

一
五

て
、
後
世
の
文
献
に
間
違
い
な
く
「
月
の
宴
」
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
。

寛
治
八
年
の
宴
は
整
っ
た
晴
の
儀
を
有
し
、
あ
く
ま
で
も
月
を
愛
で
る
と
い
う

趣
旨
を
貫
く
観
月
の
宴
で
あ
り
、
康
保
三
年
の
宴
と
同
様
に
宮
廷
儀
式
と
し
て
の

八
月
十
五
夜
の
観
月
が
完
成
形
へ
と
過
渡
す
る
重
要
な
先
例
で
あ
る
。

以
上
は
平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
実
態
で
あ
る
。
八
月
十
五

夜
の
観
月
は
私
的
な
宴
と
し
て
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
漢
風
の
作
文
や
和
風
の
歌
合
な
ど
で
、
文
学
の
場
と
し
て
も
時
々
催
さ
れ
た
。

ま
た
儀
式
と
し
て
完
全
に
は
成
立
し
て
い
な
い
が
、
康
保
三
年
の
宴
や
寛
治
八
年

の
宴
の
よ
う
に
、
宮
廷
社
会
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
行
わ
れ
た
。

お
わ
り
に

八
月
十
五
夜
の
観
月
は
中
国
古
来
の
行
事
で
は
な
く
、
唐
代
に
入
っ
て
か
ら
成

立
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
は
単
な
る
文
人
た
ち
の
風
流
な
遊
び
に
過
ぎ
な
か
っ

た
も
の
が
、盛
唐
の
道
教
隆
盛
を
背
景
に
し
て
、急
激
に
広
ま
り
、流
行
し
て
い
っ

た
。
中
唐
以
降
、「
中
秋
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
の
変
化
に
よ
り
、
八
月
十
五
夜

の
観
月
は
徐
々
に
個
人
的
な
風
流
な
遊
び
か
ら
習
慣
的
な
行
事
へ
と
変
わ
っ
て
い

く
。
ま
た
、
そ
れ
以
降
、
庶
民
層
ま
で
浸
透
し
、
収
穫
祭
な
ど
の
趣
旨
と
融
合
し
、

風
俗
化
を
遂
げ
、
中
国
の
一
年
中
も
っ
と
も
重
要
な
節
日
・
中
秋
節
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
唐
代
の
詩
文
と
共
に
伝
来
し
、
当

初
は
漢
詩
の
題
材
や
漢
風
の
宴
と
し
て
定
着
し
た
。
や
が
て
、
漢
詩
が
和
歌
へ
と

広
が
り
、
漢
風
の
宴
も
和
風
化
し
た
。
先
行
研
究
は
八
月
十
五
夜
の
観
月
が
そ
の

後
、年
中
行
事
あ
る
い
は
天
皇
中
心
の
宮
中
行
事
と
し
て
成
立
し
た
と
論
じ
た
が
、

な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
筆
者
は
先
行
研
究
が
扱
っ
た
多
く
の
文
献
を
あ
ら
た

め
て
分
析
し
、
そ
の
結
果
、
平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
年
中
行

事
と
し
て
は
不
成
立
で
、
宮
廷
儀
式
と
し
て
は
ま
だ
過
渡
期
に
あ
る
と
い
う
こ
と

を
結
論
づ
け
た
。

平
安
時
代
の
貴
族
は
や
は
り
主
に
個
人
的
な
場
合
に
私
宴
を
行
っ
て
八
月
十
五

夜
の
月
を
愛
で
て
い
た
。
そ
し
て
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
し
ば
し
ば
観
月
の
作

文
詩
会
や
和
歌
会
・
歌
合
の
形
で
催
さ
れ
、
文
学
を
生
む
場
と
な
っ
て
い
た
。
そ

う
い
っ
た
中
で
、
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
未
熟
で
は
あ
る
が
、
宮
廷
儀
式
に
も
取

り
入
れ
ら
れ
、
晴
の
儀
で
行
わ
れ
た
。
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
こ
の
よ
う
に
、
平

安
時
代
の
貴
族
に
よ
っ
て
様
々
な
形
で
行
わ
れ
て
お
り
、多
様
性
を
見
せ
て
い
る
。

そ
れ
が
平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
実
態
で
あ
る
。

注
釈

（
1
） 

濱
田
文
・
中
村
充
一
「
観
月
宴
の
成
立
」『
東
京
家
政
学
院
大
学
紀
要
』
三
八
号
（
東

京
家
政
学
院
大
学
・
東
京
家
政
学
院
短
期
大
学　

一
九
九
八
年
）、
頁
五
七
。
原
文

の
「
我
が
国
で
平
安
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
月
の
宴
は
、
唐
代
の
中
国
の
詩
人
達

が
八
月
十
五
夜
の
満
月
に
対
し
て
翫
月
と
詩
中
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
模
倣
し

て
詩
文
に
し
た
」
に
対
し
て
、
筆
者
も
同
意
見
で
あ
る
。

（
2
） 

山
中
裕
「
観
月
の
宴
」『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』（
塙
書
房　

一
九
七
二
年
）、
第
二

章
「
平
安
朝
の
年
中
行
事
の
特
質
と
意
義  

－

正
月
四
方
拝
よ
り
十
二
月
追
儺
ま
で
」

第
三
節
「
秋
の
行
事
」、
頁
二
三
一
〜
二
三
八
。

（
3
） 

神
谷
吉
行
「
八
月
十
五
夜
の
民
俗
と
文
芸
」『
日
本
文
學
論
究
』
一
九
号
（
國
學
院

大
學
文
學
會　

一
九
六
一
年
）、
頁
四
四
。
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（
4
） 

濱
田
文
・
中
村
充
一
「
観
月
宴
の
成
立
」（
前
掲
）、
頁
四
七
〜
六
八
。

（
5
） 

菅
原
嘉
孝
「
観
月
の
宴
（
八
月
十
五
夜
）
の
儀
式
と
思
想
に
つ
い
て
」『
風
俗
』

三
三
号
（
日
本
風
俗
史
学
会　

一
九
九
四
年
）、
頁
二
〜
一
五
。

（
6
） 
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局　

一
九
九
九
年
）
第
六
冊
、
巻
三
四
九
欧
陽
詹
、
頁

三
九
一
〇
。

（
7
） 

謝
荘
と
鮑
照
は
共
に
南
朝
宋
（
四
二
〇
〜
四
七
九
）
の
文
人
。

（
8
） 

銭
仲
聯
増
補
集
説
校
、
中
國
古
典
文
学
叢
書
『
鮑
参
軍
集
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社   

一
九
八
〇
年
）
巻
六
、
頁
三
九
二
。

（
9
） 

孔
凡
禮
點
校
、
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
『
師
友
談
記
・
曲

舊
聞
・
西
塘
集
耆
舊
續
聞
』

（
中
華
書
局　

二
〇
〇
二
年
）
巻
八
「
翫
月
盛
於
中
秋
」、
頁
一
九
四
。

（
10
） 

『
全
唐
詩
』（
前
掲
）、
第
四
冊
、
巻
二
三
〇
杜
甫
、
頁
二
五
二
八
。

（
11
） 

『
全
唐
詩
』（
前
掲
）、
同
右
。

（
12
） 

大
曽
根
章
介
「
八
月
十
五
夜
」『
年
中
行
事
の
文
芸
学
』（
弘
文
堂　

一
九
八
一
年
）、

頁
三
六
三
〜
三
六
四
。

（
13
） 

『
全
唐
詩
』（
前
掲
）、
第
四
冊
、
巻
四
二
三
元
稹
、
頁
四
六
六
一
。

（
14
） 

『
全
唐
詩
』（
前
掲
）、
第
十
冊
、
巻
六
七
二
唐
彦
謙
、
頁
七
七
五
五
。

（
15
） 

唐
代
の
道
教
の
隆
盛
と
十
五
夜
観
月
の
関
係
は
朱
紅
の
「
唐
代
中
秋
玩
月
詩
与
道

教
信
仰
」（『
雲
南
大
学
学
报
：
社
会
科
学
版
』
二
〇
一
三
年
第
四
期　

頁
七
四
〜

七
八
）
を
参
考
し
た
。

（
16
） 

「
嫦
娥
奔
月
」
の
伝
説
は
時
代
に
つ
れ
て
発
展
し
、
趣
旨
も
変
わ
っ
て
く
る
。
大
体

の
内
容
は
嫦
娥
が
夫
で
あ
る
羿
の
西
王
母
か
ら
も
ら
っ
た
不
死
の
薬
を
盗
ん
で
食

べ
て
、
仙
人
と
な
っ
て
月
に
昇
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
伝
説
は
三
易
と

呼
ば
れ
て
い
る
『
帰
蔵
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
は
少
な
く
と
も
中
国

の
戦
国
時
代
ま
で
遡
る
。

（
17
） 

『
唐
五
代
筆
記
小
説
大
観
』（
上
海
古
籍
出
版
社　

二
〇
〇
〇
年
）、柳
宗
元『
龍
城
録
』

「
明
皇
夢
遊
広
寒
宮
」、
頁
一
四
三
。

（
18
） 

平
岡
武
夫
・
今
井
清
編
『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』
下
冊
「
白
氏
文
集
歌
詩
篇
（
那

波
本　

陽
明
文
庫
蔵
）」（
同
朋
舎　

一
九
八
九
年
）、
詩
番
号
〇
六
二
七
。

（
19
） 

『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』（
前
掲
）、
詩
番
号
〇
七
三
七
。

（
20
） 

『
全
唐
詩
』（
前
掲
）、
第
二
冊
、
巻
六
一
李
嶠
五
、
頁
七
二
七
。

（
21
） 

『
全
唐
詩
』
を
見
る
と
、
白
居
易
の
詩
作
の
中
に
、「
中
秋
」
が
使
わ
れ
て
い
る
詩

は
わ
ず
か
四
首
で
あ
り
、そ
の
中
の
一
首
が「
中
秋
三
五
夜
、明
月
在
二
前
軒
一
、」（「
效

陶
潛
體
詩
十
六
首
（
并
序
）」『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』（
前
掲
）、
詩
番
号

〇
二
一
九
）
と
八
月
十
五
夜
の
月
を
詠
ん
で
い
る
。

（
22
） 

『
全
唐
詩
』（
前
掲
）、
第
八
冊
、
巻
五
一
三
裴
夷
直
、
頁
五
八
九
七
〜
五
八
九
八
。

（
23
） 

『
全
唐
詩
』（
前
掲
）、
第
十
二
冊
、
巻
八
二
三
栖
白
、
頁
九
三
六
〇
。

（
24
） 

『
全
唐
詩
』（
前
掲
）、
第
十
一
冊
、
巻
七
〇
七
殷
文
圭
、
頁
八
二
一
一
。

（
25
） 

孟
元
老
著
、入
矢
嘉
高
・
梅
原
郁
訳
注『
東
京
夢
華
録

－

宋
代
の
都
市
と
生
活

－

』（
平

凡
社　

一
九
九
六
年
）
幽
蘭
居
士
東
京
夢
華
録
巻
八
、
二
九
一
〜
二
九
二
頁
。
内

容
は
「
中
秋
節
の
前
に
、
も
ろ
も
ろ
の
酒
店
は
み
な
新
酒
を
売
る
。
店
の
表
に
綵

楼
を
新
し
く
組
み
立
て
、
色
を
塗
っ
た
竿
の
先
に
花
飾
り
を
付
け
、
酔
仙
の
絵
を

描
い
た
錦
の
酒
ば
や
し
を
立
て
る
。
町
の
人
は
争
っ
て
飲
み
に
ゆ
く
。
昼
過
ぎ
ご

ろ
に
な
っ
て
、
ど
の
店
も
酒
が
な
く
な
る
と
、
看
板
を
下
ろ
す
。
こ
の
こ
ろ
蟹
の

初
物
が
出
る
。
石
榴
・
榲
勃
・
梨
・
棗
・
葡
萄
や
色
づ
き
始
め
た
橙
橘
も
み
な
初

物
が
出
る
。
中
秋
の
夜
に
は
、高
貴
の
家
で
は
あ
ず
ま
や
を
飾
り
立
て
、庶
民
は
争
っ

て
酒
楼
に
席
を
設
け
て
月
見
を
や
り
、
管
絃
の
音
が
沸
き
た
つ
。
宮
城
の
近
辺
の

住
民
は
、
夜
が
更
け
る
と
、
遥
か
に
笛
の
音
が
聞
こ
え
て
き
て
、
天
上
に
い
る
よ

う
な
気
分
に
な
る
。
町
々
の
子
供
た
ち
は
夜
っ
ぴ
て
遊
び
ふ
け
り
、
夜
の
町
の
賑

わ
い
は
夜
明
け
ま
で
続
く
。」
と
あ
る
。

（
26
） 

呉
自
牧
著
、
梅
原
郁
訳
注
『
夢
粱
録

－

南
宋
臨
安
繁
昌
記

－

』（
平
凡
社　

二
〇
〇
〇
年
）
一
、
夢
粱
録
巻
四
、
一
六
八
〜
一
六
九
頁
。
内
容
は
「
八
月
十
五

日
は
中
秋
節
。
こ
の
日
は
秋
三
ヵ
月
の
ち
ょ
う
ど
真
中
に
あ
た
る
か
ら
中
秋
と
い

う
。
こ
の
夜
、
月
の
色
は
い
つ
も
に
倍
し
て
明
る
く
、
こ
の
た
め
月
夕
と
も
呼
ぶ
。

折
し
も
黄
金
の
風
は
爽
や
か
に
流
れ
、
玉
の
露
は
涼
し
さ
を
か
も
し
、
丹
桂
は
か

ぐ
わ
し
き
香
り
を
漂
わ
せ
、
銀
色
の
月
の
光
は
あ
た
り
に
満
ち
わ
た
る
。
皇
族
の

若
殿
ば
ら
、
富
裕
な
家
々
で
は
み
な
高
い
楼
台
に
上
っ
て
月
を
眺
め
、
あ
る
い
は



平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
実
態

一
七

広
い
榭
い
っ
ぱ
い
に
宴
席
を
設
け
、
琴
瑟
の
清
ら
か
な
音
を
響
か
せ
、
酒
を
酌
み

高
歌
し
、
一
夕
の
懽
を
尽
さ
ぬ
も
の
は
い
な
い
。
町
の
商
家
で
も
、
小
さ
な
月
見

台
に
の
ぼ
り
、
家
族
た
ち
の
宴
を
し
つ
ら
え
、
子
女
と
団
欒
し
て
中
秋
の
佳
き
日

を
お
く
る
。
露
路
奥
の
貧
し
い
人
た
ち
と
て
、
衣
服
を
質
に
お
い
て
酒
を
買
い
、

無
理
し
て
も
歓
楽
を
迎
え
、
何
も
し
な
い
で
す
ご
さ
ず
に
は
す
ま
さ
な
い
。
こ
の

夜
の
大
通
り
の
商
売
は
、
五
鼓
ま
で
ず
っ
と
続
き
、
月
を
賞
翫
す
る
遊
客
は
繁
華

街
に
あ
ふ
れ
、
暁
方
ま
で
絶
え
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
金
吾
が
そ
れ
を
止
め

ぬ
か
ら
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

（
27
） 

濱
田
文
・
中
村
充
一
「
観
月
宴
の
成
立
」（
前
掲
）、
頁
五
七
〜
五
八
。

（
28
） 

鳥
越
憲
三
郎
『
歳
時
記
の
系
譜
』（
毎
日
新
聞
社　

一
九
七
七
）、
頁
二
二
八
〜

二
四
三
。

（
29
） 

濱
田
文
・
中
村
充
一
「
観
月
宴
の
成
立
」（
前
掲
）、
頁
四
七
〜
六
八
。

（
30
） 

濱
田
文
・
中
村
充
一
「
観
月
宴
の
成
立
」（
前
掲
）、
頁
四
七
〜
四
九
。

（
31
） 

山
中
裕
「
観
月
の
宴
」（
前
掲
）、
頁
二
三
二
。

（
32
） 

小
島
憲
之
監
修
『
田
氏
家
集
注
』（
和
泉
書
院　

一
九
九
一
年
）
巻
之
上
。『
田
氏

家
集
』
に
収
録
さ
れ
た
三
首
の
八
月
十
五
夜
の
詩
作
の
創
作
年
代
は
、
家
集
番
号

二
〇
「
八
月
十
五
夜
宴
レ
月
」（
年
時
不
明
）、家
集
番
号
六
二
「
八
月
十
五
夜
惜
レ
月
」

（
年
時
不
明
）、家
集
番
号
一
八
七「
八
月
十
五
夜
宴
各
言
レ
志
探
二
一
字
一
得
レ
亭
」（
貞

観
十
年
）。
創
作
年
代
は
巻
之
上
に
収
録
さ
れ
た
蔵
中
ス
ミ
氏
の
論
文
「
島
田
忠
臣

年
譜
覚
書
」
を
参
考
し
た
。

（
33
） 

『
菅
家
文
草
』
貞
観
六
年
（
八
六
四
）「
八
月
十
五
夜
、厳
閣
尚
書
、授
二
後
漢
書
一
畢
、

各
詠
レ
史
、
得
二
黄
憲
一
、
并
レ
序
」
巻
一
、
九
。

（
34
） 

『
菅
家
文
草
』
貞
観
七
年
（
八
六
五
）「
八
月
十
五
夜
、
月
亭
遇
レ
雨
待
レ
月
、
探
レ
韻

得
レ
无
」
巻
一
、
十
二
。
貞
観
十
年
（
八
六
八
）「
戊
子
之
歳
、
八
月
十
五
日
夜
、

陪
二
月
台
一
、各
分
二
一
字
一
、探
得
レ
登
」
巻
一
、
三
〇
。
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）「
八

月
十
五
夕
、
待
レ
月
、
席
上
各
分
二
一
字
一
、
得
レ
疎
」
巻
一
、
三
九
。
貞
観
十
三
年

（
八
七
一
）「
八
月
十
五
夜
、
月
前
話
レ
旧
、
各
分
二
一
字
一
、
探
得
レ
心
」
巻
一
、

六
四
。

（
35
） 

そ
の
前
後
の
作
品
四
四
◯
「
早
春
侍
レ
宴
、
同
賦
二
殿
前
梅
花
一
、
応
レ
制
」
と

四
四
二
「
九
日
侍
宴
、
観
三
群
臣
挿
二
茱
萸
一
、
応
レ
制
」
は
『
日
本
紀
略
』
に
記
録

が
あ
る
た
め
に
、
創
作
年
代
が
推
測
で
き
る
。
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
正
月
二
十
四

日
庚
子
の
条
に
「
内
宴
、
題
云
、
翫
二
殿
前
梅
花
一
」
と
あ
り
、
寛
平
九
年
（
八
九
七
）

九
月
九
日
辛
巳
の
条
に
「
天
皇
御
二
紫
宸
殿
一
、
賜
二
重
陽
宴
一
、
題
云
、
観
三
群
臣

挿
二
茱
萸
一
」
と
あ
る
。

（
36
） 

閏
八
月
十
五
夜
の
観
月
は
唐
代
に
も
例
が
あ
る
。『
全
唐
詩
』（
前
掲
、
第
十
一
冊
、

巻
七
〇
六
黄
涛
、
頁
八
二
〇
九
）
に
収
録
さ
れ
た
晩
唐
の
詩
人
黄
涛
の
詩
作
『
閏

八
月
』
に
「
無
三
レ
人
不
レ
愛
二
今
年
閏
一
、
月
看
二
中
秋
両
度
圓
一
」
と
い
う
詩
句
が

あ
り
、
唐
代
の
詩
人
は
閏
八
月
十
五
夜
の
月
も
見
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
37
） 

『
本
朝
文
粋
』
巻
八
、
詩
序
一
、
天
象
に
「
八
月
十
五
夜
、
侍
二
亭
子
院
一
同
賦
三
月

影
満
二
秋
池
一
応
二
太
上
法
皇
製
一
」
と
あ
る
。

（
38
） 

『
私
家
集
大
成
』
和
歌
史
研
究
会
編
（
明
治
書
院　

一
九
七
三
年
）
中
古
Ⅰ
、
貫
之

Ⅰ
（
貫
之
集
）
三
九
六
。

（
39
） 

例
え
ば
藤
原
朝
忠
の
「
八
月
十
五
夜
」
を
題
と
す
る
和
歌
「
秋
ぎ
り
は
月
心
も
こ

こ
ろ
み
に
い
る
山
の
は
を
た
ち
か
く
さ
な
む
」
が
あ
る
（『
私
家
集
大
成
』、
中
古

Ⅰ　

朝
忠
Ⅰ
〈
朝
忠
集
〉
五
一
）。
ま
た
同
時
代
の
清
原
元
輔
に
も
「
八
月
十
五
や
、

人
の
い
へ
の
い
け
に
ふ
ね
と
も
う
け
て
、
の
り
て
こ
と
ひ
く
と
こ
ろ
」
と
い
う
詞

書
の
十
五
夜
の
和
歌
「
こ
と
の
ね
も
い
け
の
そ
こ
ひ
も
お
ほ
ぞ
ら
の
さ
や
け
き
月

に
ひ
か
れ
て
ぞ
す
む
」（『
私
家
集
大
成
』
中
古
Ⅰ　

元
輔
Ⅲ
〈
元
輔
集
〉
二
七
）

が
あ
る
。
ほ
か
に
、
活
動
時
代
が
や
や
早
い
源
公
忠
に
は
「
朱
雀
院
御
時
、
八
月

十
五
夜
を
も
て
あ
そ
ぶ
心
」
と
い
う
詞
書
を
持
つ
和
歌
「
秋
の
夜
の
月
と
は
よ
そ

に
聞
つ
れ
ど
と
き
に
あ
へ
る
は
こ
よ
ひ
な
り
け
り
」（『
私
家
集
大
成
』
中
古
Ⅰ　

公
忠
Ⅰ
〈
源
公
忠
朝
臣
集
〉
一
一
）
が
あ
る
。

（
40
） 
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」（
岩
波
書
店　

一
九
九
〇
年
）『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
三
、

秋
、
一
七
五
番
。

（
41
） 

山
中
裕
「
年
中
行
事
の
意
義
」『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』（
前
掲
）、
第
一
章
「
年
中

行
事
の
成
立
と
変
遷
」
第
一
節
、
頁
一
五
。



陳　
　
　
　
　

馳

一
八

（
42
） 

山
中
裕「
年
中
行
事
の
成
立　

－

宴
か
節
会
へ

－

」『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』（
前
掲
）、

第
一
章
「
年
中
行
事
の
成
立
と
変
遷
」
第
二
節
、
頁
一
九
〜
三
二
。

（
43
） 
山
中
裕
「
年
中
行
事
の
意
義
」（
前
掲
）、
頁
一
四
〜
一
五
。

（
44
） 
山
中
裕
「
観
月
の
宴
」（
前
掲
）、
頁
二
三
二

（
45
） 

山
中
裕
「
観
月
の
宴
」（
前
掲
）、
頁
二
三
八
。

（
46
） 

山
中
裕
「
観
月
の
宴
」（
前
掲
）、
頁
二
三
七
〜
二
三
八
。

（
47
） 

中
国
古
来
の
年
中
行
事
の
一
つ
。
立
春
か
立
秋
以
降
の
第
五
の
戊
の
日
（
三
月
か

九
月
の
下
旬
く
ら
い
）
を
社
日
と
す
る
。
春
の
社
日
は
「
春
社
」
と
呼
び
、
秋
の

社
日
は
「
秋
社
」
と
呼
ぶ
。

（
48
） 

尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
三
、
巻
子
本
『
西
宮
記
』
三
（
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

編　

一
九
九
四
年
）
巻
八
、
臨
時
乙
、
宴
遊
。

（
49
） 

『
扶
桑
略
記
』
康
保
三
年
八
月
十
五
日
条
に
「
殿
上
有
二
前
栽
合
一
」
と
あ
り
、『
十
三

代
要
略
』
康
保
三
年
条
に
「
閏
八
月
十
五
日
前
栽
合
」
と
あ
る
。

（
50
） 

『
平
安
朝
歌
合
大
成
』（
前
掲
）
三
、
六
四
番
。

（
51
） 

『
古
今
著
聞
集
』
の
分
類
の
中
に
、「
和
歌
」
に
は
和
歌
会
・
歌
合
の
例
が
あ
り
、「
管

弦
歌
舞
」
に
は
宴
の
例
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
52
） 

注
39
に
触
れ
た
史
料
以
外
に
、
後
宴
の
和
歌
会
に
作
ら
れ
た
和
歌
の
、
ほ
か
の
和

歌
集
に
収
録
さ
れ
た
時
に
付
け
ら
れ
た
詞
書
に
も
そ
の
日
の
宴
に
対
す
る
記
述
が

あ
る
。
例
え
ば
、
源
博
雅
の
歌
「
い
つ
も
咲
く
花
と
は
み
れ
ど
白
露
の
置
き
て
か

ひ
あ
る
今
日
に
も
あ
る
か
な
」
の
詞
書
に
「
康
保
三
年
八
月
十
五
夜
内
裏
の
前
栽

合
に
」（『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』〈
和
歌
文
学
大
系　

明
治
書
院　

一
九
九
七
年
〉
巻

第
四　

秋
歌
上　

二
七
八
。
ま
た
こ
の
歌
は
『
万
代
和
歌
集
』〈
和
歌
文
学
大
系　

明
治
書
院　

一
九
九
八
年
〉
に
も
収
録
。
巻
第
四
、
秋
歌
上
）
と
あ
り
、
ま
た
藤

原
済
時
の
歌
「
女
郎
花
く
ら
ぶ
の
野
べ
の
種
な
ら
ば
人
に
越
え
た
る
色
ぞ
み
え
ま

し
」（『
夫
木
和
歌
抄
』〈
圖
書
寮
叢
刊
／
宮
内
庁
書
陵
部
編　

宮
内
庁
書
陵
部　

一
九
八
四
年
〉
巻
二
十
二　

雑
部
四　

九
七
五
一
）
の
詞
書
に
「
康
保
三
年
八
月

内
裏
前
栽
合
」
と
あ
る
。『
夫
木
和
歌
抄
』
は
雑
部
四
に
収
録
、
題
は
「
野　

原　

林　

杜
牧　

田　

畠　

園　

畑　

巖　

石　

細
砂
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
『
夫
木
和

歌
抄
』
も
康
保
三
年
の
宴
を
前
栽
合
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

（
53
） 

瀧
川
政
次
郎
「
内
教
坊
考
」『
國
學
院
法
學
』
二
（
二
）
号
（
國
學
院
大
學
法
学
会   

一
九
六
五
年
）
一
〜
一
六
頁
。

（
54
） 

滝
川
幸
司
「
花
宴
考
」『
詞
林
』
二
一
号
（
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会　

一
九
九
七
年
）
一
〜
二
一
頁
。

（
55
） 

三
保
忠
夫
・
三
保
サ
ト
子
編
著
『
雲
州
往
来　

享
禄
本　

研
究
と
総
索
引
』（
和
泉

書
院　

一
九
八
二
年
）
翻
刻
本
文
（
巻
上
）、
三
八
〜
三
九
頁
。

（
56
） 

『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
二
年
八
月
十
五
日
条
に
「
十
五
日
、
甲
辰
、
按
察
大
納
言
、

源
大
納
言
等
来
會
、
初
作
文
、
事
忽
、
題
月
光
随
レ
浪
動
」
と
あ
る
。『
中
右
記
』

寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
八
月
十
五
日
条
に
「
今
夜
有
二
御
書
所
作
文
一
、
題
云
、

宴
遊
被
二
月
催
一
」
と
あ
る
。『
中
右
記
』
寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
八
月
十
五
日
条

に
「
今
夕
天
晴
、
四
望
幽
然
、
八
月
十
五
夜
得
レ
晴
之
難
、（
中
略
）
院
文
殿
有
二
作

文
一
、
題
云
、
明
月
契
二
千
秋
一
、
序
者
季
綱
朝
臣
」
と
あ
る
。『
玉
葉
』
嘉
応
二
年

（
一
一
七
〇
）
八
月
十
五
日
条
に
「
今
夜
有
二
御
書
所
作
文
一
、
題
云
琴
詩
月
被
レ
催

情
字
云
々
、
序
者
式
部
権
少
輔
敦
綱
云
々
」
と
あ
る
。

（
57
） 

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
古
今
和
歌
六
帖
』（
養
徳
社　

一
九
六
七
年
）。

（
58
） 

萩
谷
朴
著
、
増
補
新
訂
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』（
同
朋
舎
出
版　

一
九
九
五
年
〜

一
九
九
六
年
）
一
、
十
二
番
。

（
59
） 

『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
に
収
録
さ
れ
た
八
月
十
五
日
の
歌
合
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

延
喜
元
年
「
八
月
十
五
夜
或
所
歌
合
」、
康
保
三
年
（
閏
カ
）「
八
月
十
五
夜
内
裏

前
栽
歌
合
」、
嘉
保
元
年
か
ら
承
徳
二
年
の
間
「
八
月
十
五
夜
関
白
師
通
歌
合
」、

永
久
二
年
「
八
月
十
五
夜
内
裏
歌
合
」、
長
寛
二
年
「
八
月
十
五
夜
俊
恵
歌
林
苑
歌

合
」、
承
安
三
年
「
八
月
十
五
日
三
井
寺
新
羅
社
歌
合
」。

（
60
） 

菅
原
嘉
孝
「
観
月
の
宴
（
八
月
十
五
夜
）
の
儀
式
と
思
想
に
つ
い
て
」（
前
掲
）、

五
頁
。

（
61
） 
片
桐
洋
一
編
『
八
雲
御
抄
の
研
究
：
正
義
部
・
作
法
部
』
本
文
篇
・
研
究
篇
・
索

引
篇
（
和
泉
書
院　

二
〇
〇
一
年
）
巻
第
二　

作
法
部
。


